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運動技能の形成過程とその指導
一ー陸上越劫 ・陸上競技の学習乏とおして一一
i 研究謀題の設定
L 体育科における身体活動・
学校教育φ一分野としてC体資科Kかいては， 主として身体活動 (foysical activi t i eJ )を実
践するととUてよって，望ましい人筒形成κ寄与しようと しているのである。 との見絹は ，現時点に
ないてはいっぱんK認められて:j'，~9 ，疑いをさしはさむ余地の~ ;1-いととろであろう-Jつを!> ，体育
は務実C人l渇をそのま塑慾像に近づけようとする。合自的的な方後として，身体活動を実践するのだとい
えゐ。身体活幼は，白的を達成するための手段で多ると岡崎κ，活包/Jぞれ儲体が白的ともなるとい
うこ整備1患を備えているのである。 すなわち， I直後的iては金我を集中して活劾そのも¢に浸りきる
ζ とが ，給巣的vcは鼠的にか念うのである。したがって，身体活幼(1(は e人づくり，を可能Vてする
ような備舗が多分に含まれ，その実践によって，じゅうぶんな効S裂が矧待できるという喜可能に立ち，
しかも，はっき hと縫{震がもたれているのである。
とζろが ，身体J活動には形式前vcも，質的(とも実U亡さまざま念ものが含められ;ている。 ζれら¢
ものがζ ととと〈体育科でと b あげられている Cではない。目前rb起居量的作￠ようにほとんど~償
化された諸活動ゃ ，生産や労働のための縄貌などは除いて ，いわゆるスポー ツ， 体操，遊1鼠，ダン
ス念どと呼ばれるもCをとりあげている。これらは，歴史的，社会的代人英語の知恵と経験，がよび
t貢献lとよって造りあげられた運動文化¢中から，児噂，生徒の、発達(rC適応し，それを促進するもの
という観点から占選択され ，さらKくふうを加えられたもCである。いわゆる，随意連動として¢大
必活動である議運勧告tきしている。そして ，とれらt!)~.者選溺)~亡は，それぞれの運動C特性κよって
かのずから規定されている活動¢しかたがあるとともに ，その含む1悩篠vcもさまざまなもののある
とと十まい争までもない。
と Cような身体活劫を実践するととfてよって，~ましい'人づく l'i il という 目的を達成 Lょうと
するのであるが ，-i-C実践の しかたのいかんκよっては，必ずしも回的を逮戒できに〈いという事
態か起とるのである。たとえば，健康を費量ね ，傷害や死を招き， 正常左心 ・身C発迷を阻害lv，非
社会的な性格を形成したりする。とれら¢事態がおとるというととは，運動実践のしかたそ¢もc
~Z>， 嘆に護大な尚越を含んでいるととを如実κ もCがたっているといえる。それぞれC巡動￠持っ
さまざま剖l目1.l自は ，これを奇要約すれば ，人聞の生理的 ，心鋭的?精神的 ，社会的な側簡に総合的な
効栄として共場され得るものであるという縫信と胤待が持たれてはいるが，それら¢効果はあ 〈ま
でも実現され得るものであ.ヮて，必然的VL効媛と して兵現できるものばかりでは念い。いわば ，謹
紛の倒倍。ま 1f台在的制組儲 (potentifu叩 laes)にすぎないという特色を備えている。したがって
速報¢実記長Y亡よって， ζD治在的iな価値を具体的な効果として寝袋寸るためには ，なKよりも適正
念方法で実施するという ζとがきわめて益事をな条件となるのである。
と之Zうが ?とれらcfl而催を全凶的tて肯定して過信し ，まえ，その一面のみを叢慢したhする窃合
には， 実際¢体育学館tて訟いて，児童・生1.itc自主性を尊重するという美名Kか〈れた楽天的な放
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任主義がとられたり，活WJVIiゃ倫£基盤を覧んずる形式的危鍛練主義械とられた台するのでなかる
うか。また，体脊的知性や思考を霊協するあまり，視聴覚的方法一辺倒の学溜ゃーいわゆる「考え
る体育jといわれる学習がはひ・ζったり，社会性C鴻婆を強織しすぎて，グ )1，.，.ーピンク.やソシオメ
トリ-(/)ためにあま TVC多<o時制が割かれるよう念非活動的なさ学習カ呼すなわれたbするひなか，
現在なよび将来t亡診ける運動C生活化とMう面が重んぜられて ，レクリェーション活動が震京約に
とりあげられた!J，選手養成CためCスポーツ教実的な色影が強められたりする、のであろう。
とれらCそれぞれ¢視布、や方法が渉としてき当を得ないものであるというCではなく，個gl恨みれば
むしろ適切左方法でさえあるといえよう。けれども，本質的に体質掌習の在b方を考えるとき VC，
これらoぞれぞれC方法が必繋K応じて適切K織りとまれ，真(!r:児蜜 ・生徒¢発迭にi適応し，正常
な発達を促進して， '人づそり，を可能U亡するようK統合的Kとられると とが望まれるのである。
ぞれKは，児議・生徒C発達の特性をふをえ ，いっほう，それぞれの運動¢特性iてもとづく実践¢
メカニメムをヲ籾月して，両者を巧みにからみあわせるしかたを体系づけなければ念ら念い。実は，
とC研究o発想、はとCとζろKある(/)である。
2 運動実践の萎家構造
遅刻C緩翼演は数多<，そのしかたはミだにさま ざをである。ひとつの通勤に限定してみても，.その
しかたには幾となりもある。ひとりでもf多人数でもできるし ，規定ど分りにも絡式κもできる。ま
た，特定の白的を達成しようとする主主凶をもって行なうとともできるし，ただなんとな。 〈行~うと
いう場合もある。乙Cように，いろいるなしかたでできるという普遍性は，遂動実践C基本的な性
格で与る。そのうえκJ活動性は人絹の基本的iJ;欲求である。との欲求と普遍性K主義づけられてい
るからとそ，運動はまさ(fC万人¢も¢な¢である。だから，へたはへたなり に，また，じようずは
lシょうずなりK退勤を行なって満足し，悲喜ζもどもの情感を味わい ，わかち合うととができるの
である。
ととるが， ζのしかえκついて，個人的に ，あるいは社会的な必要ゃ要求従も とづく 価{白体系κ
よって，規定や約束をした V，t番号車を設けることもできる。 ζC規約C一般化されたものがいわ‘ゆl
る))J- )レである。をた，ぞの基準K照らして優劣が判定される。との )1---)レを守って運動を実践す
るζとが，そo)1/- )レI(C含められている価値を線重ナるζとVCほかならな加。しかし，とれはあ，(
e 
までも約束であり，定めであって絶対不変なも¢ではなく，必要によっていくらでも改変できるも
のである。
ζのような殺点Kもとづいてそれぞれの運動が経験的，科学的に検討され， {i耐直判断がなされて
ユニークなしかたが綴立された。とれがいわゆる運動文化である。運動文化は，運動実践¢活動性
と普通性を基盤にし念がら，それぞれK独自念価値と方法とを備えているのであり ，同時に ，その
しかたは価fitrDbえ吠とみられる。したがって，返却1j([)，f;J銭にあたっては，康則的KそC遥動¢特性
によって主?のずから規定されている方法にしたがって行なうべきである。
体育学習にかいても，とのような運動実践C基本的な様態ぞ方法で異なると ζろはないであろう。
けれども，ぞのしかえを好全しい人間形成という函と，実践C本質という函からみれば，工り合目
的的であるか，また， ‘より能率的，効果的であるかがrJ噛と怠る@は当然Cζとであって，との関
越を解決するととが，体湾学習tて念ける護嬰念課題と念るのである。
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さて，運動を行なう者は，個人で行なうととCできるもdうはいうまでも念いが， ティームを作っ
て行なうもCであっても，究局的1'[は ，ひとりひとりC人間でるる。と<C側人は ，宮さに百人百様
C他性を持ち ，運動能力も千差万別である。だから ，運動を同様な しかえで行なbうと しても， 具
体的には:'..-"アンスの3理念るさまざを念しかたが表出される。また ，その運劫C内部構造Kよって
きめられている巡鋭I<Cしかえには，そとκ到i護ナるためC幾つもの過程や段階のゐ.o場合が多い。
ζのすじみちゃ機序を明らかt亡して制別化をはかるととが求められてくるわけである。しかし念が
ら，巡動を実践するには ，基家的 ，共通的(rC次Cような しくみとから(!>のあるととが明らかκさ
れているCで，ζれKのっとって行念うのが盟主しい。すなわち，それは運動実銭の基本構造とも
いわれるもCである。
主製刻をけ念志、うとする場合には，まずそ<Cifi動と運動<cしかえについて，1¥正有C経験や慎車窓覚的
方法危どを手がかりと して知識を独得する。そして ，ζC知識をもとκして ，巡蹴や運紛の しかえ
i'l:ついてのイメージ Cimage)を脳中に摘さ ，さらκ，自己¢能力や体力にみあうようKあれとれ
と判断しながら重量然的ではあるが実現可能な表象 (repteseTUatiQり -iiI!動像ーを構成する。そ
むうえで，表象はそれ自体C分~tíや総合，合よ び速合~~ど@処越過程ー との過程を思考ー といって
もよいであるうーを経て，鮮明，かつ具体的念運動哲まに高められる。けれども， ζれまで¢意識的
な過緩たけでは通勤として実現され左いむであって ，主E重意表出の重要な勤肉となるCが意志の発動
念Cである。 ζ<C.E主志的な要国は ，努力ゃ注意 ，t;-主び採さく，真剣なかさえ念どを背景としてい
る。 ζれら￠過説と ， 決志 ・ 決断とによって ， 実際の運動は神経.や筋仇 2 心 . 'Itr~どC生息的な機
能が動員されて表「れされるqつである。
r、
}"Z.三、
.~ 
主連
一 ! 社会的燐造 ! 
二ーザ 二ーー 守r---;-ー五ー 一一_.
、ー'
志の発動〈???
乙れ令制E月にナれば凶のよう~示すととができるであろう。 ζれらの過渡は単Vていっぽう的，
緩~IY-J\'(陣地速が保たれるばかりではなくて，どれかの~援を必要と しない場合もあるし ， それぞれ
が総そフする彼雑念かかわりが保たれるであるう。 ζのようKして表出される運動¢実銭は ，さら
tqきit問なil!9tまとたえず抱互に髄達しあって，実践Cフィー ドパックが念されてゆくものと恩われ
る。
とれまでの盆桝内な メカニズムは個人的なものといえるが，とれら¢いずれC過程や動因Kも有
効にはたらきかけているのが，対人間的な社会的閥速であるととはみ<cがぜない。知識の獲得/fC:1o，'
いても，表象を構成する.思考過程κ沿いても，級友や教師とC話し合いや勘宮VC..l:って，そ¢知識
や波劫{慢がよbたしかK鮮明なも¢となるであるう。また ，意志、む発動としてC決主主 ・決析を下す
-3-
場合にかいても ， 級友や教自i!i~はげましゃ弱気づけ ， 喫銭にお・ける活動dつしかたや示鎚などがをれ
だけその1閑人C メカニズムK有効すて作用するかは明らかなと ζろである。 ζ¢ょう'!ICみてくると，
社会的念樹速は逓動君臨銭~全体総迭をつつなふろしきであるというととができる。
3 1運動妓能
連動実絞C基本総iをとして明らかKしたようκ，随意;躍りは生理的な機活と心j迎f"j'，法:総1守，社
会的なはたらさとの有楠均な供l迷v<:幸子いて行なわれるのである。主主織的f.i:過緩が吉区践を方向づけた
り ， 規制したりするよ同時κ ， ~・践￠結果としての怠織へCはねかえりに工る再検討や修IEが念さ
れ，さらに実践の質的な|勾上がもたらTされるのである。 ζCように主主識と実践との|簡には，栂互に
止揚され合ラ密接なかかわDがある ととはみCがせない。しかし ，必ずしも両者が完全Kー殺すゐ
状熊にあるとは限らない。実践が主主識C究会な反政でない湯合もあり ， 安た ， 怠識は弐~L送ほど充実
したも Cでない場合もある。すなわち ， 怠識と実践とのあいだKはいっぱんκ断!逗があJ.;る~ ':~~1Í~多
いといえる。とのずれは，遥動実践の初婦の設討をに沿いてととに大きいもむと忽lわれるが ，とれを
どC ようにして少念くし，うめていくかが体育件数字li~主援な繰脳でも ある。
起草h<Iコ災肢は心法的 ，動践的なかかわりを放さKしてはじゅうぶんな成泉をあげるらとCで註r.:
V>~は切らかであるが，現象的('Cは，幼きゃ効1 =として表出される。しかも ， そ<7.)仮幹となるも￠
はからだ全体の幼きであり，乎や)ECD幼作でるる。したがって ，ζれらをどり幼かしたらよいかと
いう ととが弘裂な問地となって くるCでゐる。ぞれが ，合同肉的で，かう官官講師 ，S世J来何なしかた
をどCようにしたらよいかという昔話1東K立っととはいうまでもない。それKtl，1司よ担も答者自的で
妥当なしかたによるととが態まれてくる。そ¢ しかたは，諸外学，とく vc迷事a笠鎚:学 ，辿，WJ力学 ，
i退勤心長選学 ，運動医学 ，灘竃1I社会学などによっで究明さt:.， ~だ託された j東灘やた長剣K も と づいて篠立
され"t林づけられている。だか ら，それぞれ<7;'j銅 j制的場合間， ζ叫鋭的で妥当時縦
や法制を適附 して， ~l燦Kからだを合同f8的で合H量的κ必]かすととが鎗ましいといえる・0
とCような連動実銭?と闘する客語括的なl挺銀や法則κ(d:， ~だ Y亡さ ま ざまな内総があり，総括的 ， 全
体的なも Cや，部分的で具体的意:ものもある。また ，総括的でありながら部分均念荷簡を含むもの
もあり， 具体的なも，(/J('Cゐ絞っかのしかたCあるC もある。たとえば，健燦 ・安全κついてtVJ東則
は，全般に通ずる総括的なもCであると同時に， <<~1 々 C しかた(1(も i歯周されるぺき性絡を鍛えてい
る。また ，i転嫁¢ラケットCグリ yプtr.l:具体伺ではあるが ，絞っもC方7去がある。そして， ζれら
C方法は，科学の進展Kつれてより合鋭的で効事長的なものがヰ5・えだされてゆ〈であろう。いづほう
実際K巡勤を行念、 う 者は ， さき vc みてきたとj;~ '>多喜美 f.i: i潤人迭を持つ{陶々人なのであって，そ~能
力。も体ずJも三年vcさまざまである。
'したかって，この悩人が運動を行なう湯合VC，適用すべき答綴的なl張緩や法員1)をあれζれと意識
的に判断 しなが ら ，主体的I(Cとりいれなければをら念い ととと在る。とむ中断力的な~穫がいわゆ
るilil泊技術¢適用c過程といわれるCである。まるで同械な運動技術であうても，b Z;者には議合
し，ぎたある者は受けいれに〈い場合も起とるであるう。また ，それぞれK主体化し，内弱化する
i滋稜にやいても，現象として表出きれるモー ションやフォームには¥"そ¢人独自のもCがたえずつ
きまとって書Ittl.念い¢である。 ζCょう(1(， ~主観的で妥当~運動技術を内街化する iめ緩をさして ，
ζC研究では連動技能をつ形成過程・というて凶る。すな わサ，そC人¢巡効能力(体力)と議羽技術
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とのかかわbあいC状態をさして巡窓府E能というCであって ，そC栂肢はもたつき¢みられる未熟
0)段階から，然25活様~'tjf'C巡2討10パターンがステレ;f化されるようなtIfl終C域を恐l慾とずる(A¥，>鎚凶
を含んでいる。
連動荻詰監は γ あ〈までも客観的危法員1H生t'C~.J:かれながらもじゅうぶんκ{問性的であり，主体的な
ものであるu とC巡助主主縫を身につけ，伸ばし ，1務めゐため(tCは，正訟に，現象的(tC表iおされるから
ーだC動きゃ，腕.)ωの動作κ制点をすえて，それらをどうwJ)かすかを閥怒とするC'みでは，じゅ主
ぶ;んに解決することができ念いのでるる。 たとえよ ，簡単で容易にできる分節的念副作でも，
活妨;で隊してそれをぷ織するとしないとにかかわらず ，それぞれKユニークな慾味が会:まれ.ている。
と C必~木は答織的な法WJtÞ.v<:巣づけられた知i滋￠民I!!l!:である。また，その'iliJJ作は主体φ表紙である。
だから，との意味を克;l)詳した主体的投書lJfヤが表出されるととが望まれるのである。 '
たとえば ，バスケットボー))ノにbいてポールをキープする Fリプ")1，ノは，相手κたやすく インタ一
生プトされ念いよう，しかも ，いつでもパスやショッ トができるようにボールをコントロールしな
がらショー トバウンドで p相手からポー)1;を秘して左手でも ，右手でもドリプルできなければ走らな
いqζれらC議l味あいをじゅうぶんfてわきまえない þt~vcは，たとえ細かなドリフソレができても ，
~~際tては役立たなν・ も dっと~るかもしれないむである。
巡藍bi支給C形成には，ぞø J:l;~象的念効きや!lí'JJ f乍が慾味の l父欧であり ， 主体C表現であるとと tて後
回 して，その形成(r(1刻する併進述凶を~似しなければならない。 ζ￠ためには:返動実践の越本機
必として切らかにしえようVC，心泌的，必，志的 I tl=鋭的 ，社創<J~諸憾骨量が相互闘述的K浴後材、
かわりあv斗乞かいて官製Jくという人IHH匂な力が結集されて，はじめて効4((1，)高い成果を収めるととむ
できるのをJ忘れてはならない。とCょう宏観点侭よって巡動技能を身Kつけ，伸ばし， iおめるとと
は，試合(tt:泊券っとか， 記録を耳石めるととができると同ゲ客織的を抜巣をあげ得るばかbでな 〈て，
そのはねかえりとしてC心ぽ的，怠窓{の ， ~玉虫的 i 村:会的なさまざまな効果もじ岬うぶん削場待で
きると 乙ろであるωζ(J.)ような窓昧あい(!Lj;'いて， 連動技能C形成は体育学習{モ》いてlil絞的念ね
らいとなるといえる。
4 i皇効妓舎をの形成過程と学習指導
運動会談有滋ま，さきに述べたようK客観的で妥当な運動技術と主観的で倍。性的な運動能力とむかか
~:; tあいC状態をさしてお.t，そC他人を絞れて存在守るもCでは;ない。とれを巨視的Vぞみれば，
受注J内容Kは未熟念段般から'JiI熟までCÐ.ざをざまな経時r.<c. もC が合されてi>~j:) ，漢につ'ァヲエテ-
~結んでいる。けれども， 2主観的走法員1Jt:生K貨ぬかれている ととも に，合白的的iÌ活動性 V亡ささえら
れているCであるから，質的lによ担高j変iIものが室主まれる¢はさ当然のととといえよう。
とζるが，立場や級点の迷いによっては ，必ずしもそ¢磁念鋭定や，苦言l朱内容の受けとりかたもー
縁ではない。たとえば，逆効技能¢位i髭づけをmrW.しすき'たり，また，技術創立占有伝とみゐSf.績にまp
V'"ては，巡勤談後は~I撚そC も Cで，ほとんど究ベきでしっか D と身につけられたもC とみられる。
いうぼう，運動技術とCかかわりf[)Jぷ合加を4疑似して能力的友商を強調しすぎる立場では，そC質
院な割膝iJゅうそかKされてしまう。 ζCような立場や観点も個体C発達¢段併や活動C 白的lとよ
うては，崎氏必要であるかもしれないが，運動技能の本質ゃ総造肥後に立脚するものではなくて ，
校M術や様カを技官室e~.なる鱗1或袈索としてとらえ ， そC一節cみを主重出する皮抱なとらえかたtてす
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ぎない。運動技術と話勧憶力止Cかかわりあいはそれらのおl向走禽味るいと後姥が重視されねばな
らないばかりではαくて，それらを一体化しょ9とする人間的な力が結集されて，はじむてじ申う
ぶんな成集を草訴さめるととができるのはさきκ述べたととるである。だから ，いっほう的，強制的
に技術をあてはめようとしたT，あるいはとれをないがしるκナるしかえ{改良vc返納彼機C形成を
nJ~'6V亡するもCではない。とれば， ~均時vc運動実総fD本軍[的なかまえでも念い。
• 主体C特性からみれば ，~資質に恵まれているおもあればそうで念い著者もある。同線念技術を迎用
しても，た〈みにとなす~・もちれは・容易vc身Kつけf専念いすf もある。 ζれを技術的な悦長からみれ
ば明らか在ζ とではあるが，談緩的には前者がすぐれ，後者が劣っているとはたして判断できるで
あるうか。とむ場合~，まず適用される技術の貨や縫1ftが吟味，検討~れねばならないζ とはいう
をでも乏いが，いわゆる人ru'lt:J~カを集めて しだいにうまくできるよう Kなろうとする災世11 な~カ
C過廷があるかどうかが，泌動校総C形hX:κ議接左ぷ味を待つのである。当主~，うま 〈 できるとか
半年拐にできるという ζとだけが依能的K制緩と念るのでは念くて，よりうまくできるようにな t， 
より終息にできる工うに念ろため l'C .it凶rHd当主的をし， 点実11で会見量的老 ドリ )11 をつみ長ねるjf!b~l!fD
あるかZといかが，むしる!d:訟になるのである。 ζCG;ω純，いわば ，i臨b枝能の形成透J乏によって，
しだいI'L遅効CしかたC皮肉711向上進歩がもたらされるとtiJIl守('(，ぞれが人同形成にはねかえるば
か告でなく，必刻磁力をも偽める終栄と念るととがじゅうぶんに納衿できるわけである。ぞれが柄
拘1'(，さらI{C次元や誕の高い.a!!ilJ!矢面iZQ_)形成('LifHI長1i:かかわbを持つとととなる。 ζ¢ょう:乞みて
〈ると，巡五J!:-!走 ~5はそC 形~託される~f1是vc:霊大1i: 緩慢を受けながら括ーかわれるととゑ均月 らかとなっ
た。 したがって， ζfDi則容念 どのようKしたらよいかが体符沙問fDru:唆念恕織となるのである。
他羽技首位C形成ia髭を分析的にみる と， 現象的には，泌礎J.J実践むしかたがしだい(tC巧みに念v， 
.t 11 容易択できるようκ l.tるととが製まれる し， 怠織的 ~W: ，体行的知性や.主主点力，ならびに社会
幹1:がそれぞれ有効に，また ，統合的 ，有機的にはたらくととが求められる。 ζCような議みと必要
をじ申うぶんK満たして ，t出峨聞で主体的な学習活動を.MIJHすゐためvct-.t，そ<l) '学習指~i'( 際して
学25効泉を規定するさまざまな朱作を考慮t'Cいれなければならないが ，とくに， 具体的に治F自さゐ
べき巡j(jj技術を分析 ・ 吟味してそC系統や系列を~らかVζするととと，児ZS- 生徒￠一践的， 1尚男11
的念発達町〉特性をI!J.J憾に紗さえる必義がある。そqううえで ，そ¢五量動(f)技能構造Kもとづいて ，ど
¢ょう念しかたがよ り本純白"Jであ り，ょ b効栄的であるうかという制点κ立って，両者のからみあ
わせを忽足した常飴1 ・ 托1il+ì的約をJf えねば念らない。との伊'~ ・ t旨潟泊穫を展闘し ， 推進するに際
して :，殺育的な五弘前や方j長会!ff~依ナべきととはいうまでも 71い。
とCような挙~~ ・指導ìá)穏をど C ように設定し， J展開したらよいかを実験・実証的K矧地しよう
とするC が， ζC研究C課題である。
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長掛究計画 .
1 研究"の目的
とC研究の採是s¥ICついては，いままでKないでしばしは'述べ ，しだいμ悠長づけてきたが，とれ
を要約すると次(/)主うにまとめるととができる。身体活動の実践¢しかたにはr，¥j逝が含まれている
か ，そのしかたを能駒内 ，効果的にするVCは，なKよりも答観的で妥当なうちi.去に主ることが護士、料
る。 とのために ，そO)ili!'WJと主体(/)特性tにもとづいて ，速効夜術を有効適切K巡閲する海経が必授
と君:る。しかし，:'ζの過程vcは ，事さに後維なメカニズムが鋤くであるうから ，とれを究明すると・と
は容易では念い。つまり，巡釧友商酔lf?si.文巡起をどo.ようにナるかが， ζ¢研究¢諜髄となったC
である。
ζの繰越を解決する ζ と，すなわち，体育学習にかいて中'j~主的なねらい と なる兇意・生徒C連判
技能f/)形成を効果的に達成する， 学習.指滋¢一体系を級王tしようとするIJ)がとの耽ダ'lo自的である。
2 全体計甑
研究E巣地C設定~(I(かいて述べてきたように， 迅f剖技能は 害者V亡主主キ在予でさまさまな袈凶の影響を受け
ながら形成されるであろう。しかし，そC窓貨や全体帯孝治・にもとづいて，基本的には次~.rうな特
色をひき だすととがすきる。
・話量動技術を中制lとし ，包識を灘惣とすゐ。
・返効能力臼本力}を経縫U亡すえている。
・ 他人の特性VC応じて，変化を含み， ニ ュアンスを4~に している 。
'現象的には，動きゃフすームと して表出される。
-心濯的，意志的，事会卦句念|縛速を背査をと している。
.時間的 ，.E量的な綬j@i'(草子いて形成される。
・学習活動¢実際司)J援Vてかいて形成される。
したがって，研究を方法づけるには，とれらの特色をじゅうぶん考廠に入れて具体的な方yf:.1'r議
きださなげればならない。しかし， ζ<7)rTVCtl比絞的簡単K処濯できるも¢もあれば，容易Kとら
えることのできないもCもある。たとえば，遂動技術や運動能力， がよび動き やフォームなどは観
点や立場が適正VC(i産立さえすれば ，客観化ナるとと はそんなにむづかしいとは忍えない。と ζるが
心復的，主主at三的，社会的な閥速や説!悶，年ぺ;，'1o忽穏や方法念どとのかかわり，時儲i=t:J..~量的攻婆凶な
どは，なかなかκ絞るととCできない凶難な胡麹である。とと』て，そむ形成過程fてかかわる複雑念
メカニズムと，それが究極的には綱引|的な問題κf長考するが，とれを解決する ζとはまさκ永議.fD
fJ.ぞであるかもしれ念い。はじめから，できそうKも念いζ と1'(1以り級んでみても， 0スが多いば
かりで遣うる。けれども，なんとかして ζれを究明したいCである。 可能な箱凶(1(かいて，その過程
をみきわめるととができるならば， ζれK対応する適正念学醤指導を導きたせるのであるまいか。
乙れら@事情と翁綴を織bζんで，研究体制を次の三役目きYζ分けて実施する全体針通iを立てた。
(j ~ 学習指導仮説(第 1;次仮説)(/)設定
(2) 実験的学留指議〔仮説C検託)の実施
(3) 学習指導型理論(王望論織成)(/)体系化
続 1年次研究
第2年次研究
第3年次研究
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それぞれ¢研知ま ，エポックであj;l， ;λテッ プであって ，独自な意味と役割を持つてはいるが，
研究。目的t伊達成しようとする一連C機能と憐迭を{備えている。 しかも，具体的i'Cはい 〈っかC手
法と手続きによらなければならない。とれらの方法が客観的で妥当であるかどうかが問題となるの
は当然であるが ，総合的，全体的にまとめられて， それぞれのねらいが淫成されるものと恩われる。
会体計的ioうちで， '本紀要は第 1年次研究と銃 2年次研究をまとめたもCである。
5 研究の方法
(l)学包指場偏見C設定
学習錆滋は ，いわゆる教材 ，子ども，教筋，場などC基本的な条件K よってささえられ ，それら
oiUJ約を受けると同時κ，ζれらの諸条件が倒互関連的K結びつき，全体的な機構κ王子いて行なわ
れている。したがって ，それぞれの条例ユの独闘な意味あいと機慌がit御されねばならないとともに
それぞれの総びつきを識撃 し， 全体総i怠をりH雌f'1:杷;侵 した指導のなされる ζとがs'iまれる。
理史材ω~;C チどの実態j包爆，教総数3をと研修，場の整備などが不断K行なわれ，しかも，それら
が会(4)(7)かかわり Yてお、いてなされるととに よって，学習指導の改善は総合的tte:~0~をあげるとと
ができる。従来，学留指導に闘する研究は，さまざまな混長と立場からなされてきたが，比絞的κと
れらの条件を閥glJf'1:と りらげて究明しようとする傾向が強かった。それは，それなりl乞意味があP
学習箔・潟Kりっぽにとりいれられ，そcDl攻害事fl:役¥lてられているか
しかし ，との研究にかいては，丞本的な条件としてC教材と子ども C絡びつきK観点をすえ，そ
のかかわり邸時わめようとする立場をとった。¢みならず，との尉保1:1喫際の学習指導のなされる
学級}という集団としての全体C場に紛いて成立するものをきしている。 つま!J，教材，子ども，場
の条件¢からみあい』てま?ける総合的な総長からなされたといえる。 ζれを可能にしようとして，次
cょう左手泌をとり，その結栄を分析し，総合するてつづきKより，学?目指導仮説を導いた。
① 運動技術C分析
研究@諜材となる陸上競技(陸上運動)怒材について，主として， 運動生理 ・力学的な差是点Kも
とづいて運動技術を分析・吟味し，それぞれ¢巡動d港特':l，重点的な技術の委長と学習内容を潟
き出した。 ζれV亡は，ひとつの運動の学溜時数が照られているからでもある。したがって，運動技
能を伸ばし ，高めるためには， r何がJ， rどんな点がjそむ運動¢本質的なものであり，基本と
なるか，しかも，重要な技術なのかを明織になさえ念ければ念ら念 \/>0 とのととが同時{fC ，~(rC述
べる学習活動を観察する視点ともなる。
②学僧活動~'[$'"ける動態観慾・撮影
実際z>学斡(fC$'いては，その型緩や方法Bてよって連製肢廷の形成が左手守されるであるう。しかし
本質的には ，fli司々人Kよって表tちされる動きやフォームが級事宇と念るもCでゐる。また， それf'(よ
って表現される。だから，学習活動Olll療によってとらえるととCできる児官民 ・生徒の動きやフ方
ームが， )連想的な運動像との簡にどれだけ(/)落差があるかをみわけるととができ，それがどCよう
な燥移κよって縮められてゆ〈かをみきわめるととができる。したがって，学習活動を継続的 ，悶
定的κ餓策するならば ，その形成過程を如W('Cとらえるととができるであるう。
とζるが，一教材{と配当される実際C学科l得数はさきK述べたとなり，どく少念い実情tてある¢
で， ζれらを~l明{fC，しかも，iE慌には爆する ζ とは不可能K近いqつである。実験的tcは，ひとつ
ーー ?一一
. 
C運動¢学惣K多〈の時数をかけると ともで在るが，それでは，喫際とかけ織れたものと怠ってし
まうι また，研究協力学絞のおリキュ ラムを大幅に〈ずすととともなゐ。だから ，醤霊祭の結果に灯
頼性と客観性が期待されるためKは，個人的念総~這跡観望号を宇?なうよ þlrì ，きま君主的なカリ キ 占ラ
ム構成Kよる学習活動￠大数Il!察tてよって，一般伎や形成C特~などをは恕する以外VLてたてはな
いもCと忽われる。
と C 主う念主主味~'(:1:，>いて，学符の型態ゃっちI去とφかかわりをいらおおう捨象し，実際ø学~~動に
かいてJ提出される児意・生徒V'.)動きゃフォームドE焦点づけた動態観綴~"C .t ..，てとらえ， 8 ~リ似影
をも行・ない，そC観察C対象を多くするととにつとめた。
③ 課題作文，個人面接，性絡¢診断
運動佼能の形成には，JI:'、想的，主主志台t，社会的な闘速とはたらさとが車場是念フ 7クターとなって
いるととはみのがぜ念い。けれども，とれらを明。監κとらえるととは，いまのと ζろできにくい実
情にある。しかし，念んらかの方法tてよってその繁相をとらえ ，その関係づ{づを明らかκし&けれ
ばな らないと怠われる。と¢ためl'C，譲題作文の分析と{閑人面接，な らびに性絡o診訴を行ない，
ある程度解決しようとしたoである。
課題作文では，運動の実践に現実してQ.)，ニ、的な勧告令できるだけリアルに鮮し〈記述するようK希
望し，個人霞接は，学習Q)~島VLむいて即決的念 -1!l'J-答式で心理的な倒産自κ触れた。また，性精特
性のは錫(7.)ためには 3 運動技能と fD閥係づけ{仁侠なよう!rC ，矢問昔日・ギJレフォード性総診断fテス
トを採糊した。
@ 運動飽カの実態は鐙
~~m ・ 箆徒C発達ll)特性，と (rc逐動能力は，巡動技能形b.x(C基礎であ 4て， ζれを明絡には持
する ζ とは重要な鶴点となるのそζで，畿察の対象と念る児童・生徒について運動髭力測定を行な
い，個別にそC特質をはっき b さ ~t足。
とζゐが，乙れと比較 e対照する標準的念資料を県内Vてかいて求めると止ができない状況Kある
¢で ，ランダムK抽出した県内の小 ・中・高等学絞に依頼して，会果的な規絞Kよる運動飽力調査
を実施した。とqコ謁王監C綬i栄(tCついては，ニ・ 三C観点よ担分析 ・検討し，考祭を加え， f.小・ ψ
高校生の運動能力Jと題して本研究紀要に訟をてあるCで参照されたい。
⑤学習・指海上l)閥綴点のは健
いままでC手法(1トWCD純泉として，学習ならびVC学留指導上の開制点と652われるものがい〈っ
か導きだされた。とれらの申から，基本的なものをとりあげて苛題解決むいとぐちを探求した。
@ 研究協力学校¢設定，依頼
以上の手法C うち(2)べりを強力に縫進するためκ ，渉(<C 工う K研究協力学絞i-~ぷ定し，依頼したe
新潟市 上所小学校 鳥鼠町中学校 新潟南高等学校
凶i備隊芯s@.川町 合恨小学校 .曾郷中学校
北部l涙岩下重量栄町 ~爆小学校 葛啄中学校
そして，~査研究C対象を，小学校では S 年生と 5 年生(それぞれ￠学校で 2学級ずつ) ，中学
絞では 2年生(それぞれ¢学校で 2学級ずつ)とし，それぞれv地区で約3か月間くらい!とわたっ
て， 陸上総談(陸上運動)のL弘元をまとめて実施していただき，継続重量綴を行なった。
(2) 実験的学問指導
-1 0ー
. 
①J 悲本方針 ・
体笥学習では，運動を行君主う実践的な活動が主要念内容でるつで，と(/)ために，児童量・生徒(/)発
達(tc，j議応し，促進する運動〈教材)jがとりあげられている。しかも，その運動ば運動文化とみられ
ると同時に，創意〈ふうの余地を多分K残してい，る内容を含んでhる。と ζろヲo;¥運動oしかたの
いかんによっては，望号喬的(そさまざま:な価僚がじゅうぶんκ成果としてm待できるものでも，逆効
泉となった1，没4dfi備的なも¢と t(ったりすゐ場合も多い。 ζ(/)J:ラ念特質を考慮する"ときκ，運
動実践，(/)しかたが体育学習雪の愛型車~問題と ~9 ， ζの問題解決が諜越と念るのでるる。
ととるが，巡必のしかえり;本質的κ各人各線でるってさまざま念方法があり， 緩ち等性や有'6]棋が
l割増とされなlハ場合もあるであろう。けれども，体育学習t'Cぉ・いては，殺も効果的な方法が採用さ・
るべきでるるという命泌が与えられているのであづて，そのしかえ作関する客観的念限j速や法員jJを
適用する!ととが強<1援求されてぐるのである。しかも，運動CしかたC中絞となるのは，具体的に
からだをどう動かすかというととでihT .とのために，そC1)f閑人‘む体力Kみる う運動技術をあれζ
れと判断しながら意識的に遊間すゐ，いわゆる運動絞首告の形成過程が股白と念るのである。 乙Cた
めに，遅効実践のメカニズムとして¢心理的，怠翻ワ，社会的，生理的なはたらきが統合的K関連
づけられた構造連闘を霊慢する運動Cしかたが強面討されてくるわけである。
しかl-， ，~主際に巡動を行ない， 学留する者は，たといティームを作って行なう運動形式Cも Cで
あっても，結局はひとりひとりを7児童・生徒右:Q)でるって，そC主体性や自発性，さらκは錦{誌を
じゅうぶんに等返する立主誌を基本的にとらねば注らない。じたがって，速勤ぞCも0<l:.特性や糸統
晶、年び袋織のメカニズムを震録した方法をいっほう的に適閉するだけでは， Ji"手首Eちのそしりを免
れ念いCである。 ζ¢南極を巧みにからみあわせるととるκ学習指滋C本質があるといえる。また
体育学選は， .:tQ".)蒸しい特色として施設・設備，教具などの物的条件C移響を受けるととも大きい・
￠であるから，ぞれら￠撃鱗，充実 ，公よび活用~実際には，常』て多求4コ|麹心?と:丘、い，じゅうぶん
念配慮をする必唆Cあるととはいうまでもない。
とのような!学習・指噂構造を基i蕊Vζすえながら研究協力学校tて好いて実験的なさ学習指議を試みた
fC'であるが，具愉司Kは次¢ような方針で臨んだ。
ア 量五解さぜる
，ゑL勤C会体像，お・よび分節動作C持つ意味をつとめてわから主主るよう1fC，かみ〈だいて説明 し
小熊板や凶鮮などを多用した。
河 系統的，段階的な練習過醤C設定
巡動¢構造と児蜜 -生徒の実践r.l:銀にもとづいて，迷蛮'/(/)系統性，全体&部分との関連を考慮
した段般的な練習方法を設定した。いうまでもなく，湯治、ら重量，単から後，部分から総合，用-
l'問などの法皇IJを逃崩した。
ク 補助教具C採用
;::j{-)JJ )なわ，桜掛，とひ・箱念どの用具を佼4て，感覚的κ ，~"幽的に動作のコツが体得でき
.るよ うにフとめた。
エ小集団学溜方式C採周
J~則的K小築関学習￠盟主Eを採用し j その築制何で共同思考や相互批判 ・扶助などの態度や醤
償が身I(CつけられるようKつとめた。
-ー， 1-
オ 指1ー専の偲別化
ドリル~ìlill.程K 主i"' tl"lて，側々 Vξみられる技能的危欠陥を指摘 し ，そC際関を迄求して矯正する
ようK指導した。
カ 効巣判定C客観イ七
学習(/.)最初と設後f亡命いて ，記録や時間を計測して効果判定C貨とした。
命指導者
学醤の効率を規定する条件CひとつとしてC教締と子ども φ関係 ，と <~対人間的念関係はg警告
である。。そ(/]関係が好乏しい状主震にらることは必須な条件として望まれるCはさ当然Cζとである。
ζの点からみれば，その学級ゃ教科(/.)li(任者があたるべきである。けれども，実験という特別の意
味と意図が織り ζ まれている計腐をかるすに際しでも，技術的念唆点のは獲にかいても，微妙~点
で阻誤をきたすζ とが心記された。まえ ，子どもと私(研'宛回当者)との間には ，第 1年次研究に
ないて彼らC半習活動の観察を継続的，国定的Vζ行念ってきたので，ある程度のラ ・ボー トが形成
されてゆいるものと判断された¢で，との実験的学習t旨導は終始研究担当者である私が実際Yて指導し
7't。
@ 計画の紙裂
対 象
教 材 時数
学年・性 』学級数
月 研究協力学校 備 謹言
5 小日 男女 2 9 曾 線
短出足難走
5 φl 女 1 6 鳥 E翠野中
6 小 4 男女 2 5 蕊 塚、
リ レ
6 小 6 男女 宮 8 上 所
一5 小 6 男女 l 6 葛 塚
隊 害 定
中 1 女5 1 9 曾 郷 ~þ 
5 小 s 男女 2 8 上 所 ペ リー ロー ル
5 中 1 男 1 8 鳥展望子中 11 
支をり 高と び
5 // 女 1 6 11 ななめとび
5 // 男 1 s 曾 郷 中 I~舗とび
5 小 4 男女 宮 5 葛 塚
走り縞とび
中 1 女 曾 4部 中5 1 9 
立三段と び 5 小日 男女 1 5 E事 』家
三段とび 。 中$ 男 1 9 曾 郷 中
砲丸投げ 5 中 S 男女 1 g 1/ 
力トボー ;1.f9l.1' 5 t 中 3 女 1 9 // 
注 長距員推定(持久走) については，時間的3主要闘が!tみをなす<D-:E， 実絡する¢κ図
艇が伴うと考えられ，省略した。
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1lf .研究の内容
短距離ー定
l 技術的分析の婆点
「比較的，短かいBe，総をより速く走れるようになるjという続距総定'('(制する技能的な課題を解
決するためYては ，いかlにして大きな初速を得るかというととと，そC初送tζよって方向づけられた
似性κ，m:カや空気般抗を越えてさらK加遠を有効に働かぜて絶対速度を得るには ;どのようf亡す
ればよいかを考え老ければならない。とc初速と古随IHてついてはスター 卜，絶対速度Kついては中
間疾走とフィ ニッシ"'.VC分ける ととができるが，とれらC分節動作は泊五i縄逆的念一巡4コもcであ
るととはいうまでもない。しかし， 時倒的にも，距指w.的Kも大 きま割合:¥nを出め，しかも ，定者が
綾南12);速度をだして主主るのは*向疾走である。 ζの疾走態勢lそできるだけ早<，スムースK移行で
きるよ 5VCスターテングが考えられ，また， 中間疾走¢終結と して¢フィニッシι に特1，;111)配慮が
加えられぬばならない。乙の意味VC扱いて，まず中間疾走1えついて絵討~加え主ぅ。
A 中間疾走
い くら足C踏み換え凶数 (pitch)を隠しても ，彦総 ($tride)が伴なわなければ， Ij!白書~を進 む
とととはならないc また ，ス トライドを;1m巡vc伸ばしても，ピッチが伴なわなければ，距tlJItfc対す
移動Oi返さを高めるζとはできない。したがって，返段〈 何loci.y) を得るためには， ζむピッ
チとストライドを巧みに調整するととが必殺と念llQζ￠面(1(，次￠工う~被術が協f;[;寸るととに
よって，いっそう効果的になし得るも¢と恩われる。
a からだの前傾
重心が安定商内vc投影さ、nている場合(rC!d，情対的iZ佼訟の変化は起らないCであるから ，まEる
ためには，安定函外に重心を投影させて不安定状態をつくり，移動しやすくしなければ念ら念い。
をた，そ¢蚤心C低限が低い場合には ，議選がよP下方に加え られてそれだけ大きな推進力を裂す
るとと と走る¢で ，力C経務という孤では禍失となる。だか ら，A心を高〈維持するととも大切で
ある。
まをる際V亡診けるからだ¢前傾は ，アンバランスを作bだすととと，重心をi弱くするという簡が基
本であり，保則的Vてはいわゆる丸太線のようにからだを前方K傾けたほうがよい。ととるが，とC
傾きiZ)度合いが多すぎる場合Kは，バランスを燥す うえでは効楽的であっても，工 り兎心を低める
ζと主なってささえmJへの負ts.が大き〈なるばか Dでな<，推進力C効シ与を低めゐととと念 って し
まうー と¢傾き12)1を合いとt善意監は，体力や総力¢特性に応じてさまざまな違いとなって表われる。
実際κは，A凶ゃB凶12)ように;違った前傾C様態がみられるが，似て非なのはC闘であli，ζれは・
前屈である。 B凶C主ぅ(fC，上{本<7.>1頃曹と身体会やji;C前倒¢度合い¢兵なる場合には， f;会脚を伸ば
~ 
ム_i
、‘
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して池liをネックするζどを助ける反対l郷のももあげが， A~It( (らべて行7をめやすい利点があ.:5• 0 '
b 腕の振り
腕q~猿 !Hi ，次![;主うえtさまざまf.l:ねらいと必要!生Vζもとづいて，その動かしかたが決められる。
そしで， :iÆf.Iをと C減速で~著書な役割タ~~てなっ ているととを忘れてはならない。
イ E績の勧きとの対応
腕tこ.t&持!と対象的(IC ，しかも樹巡して動かざ;(1.るの2であるから，ピッチを士的すえめには，腕をで きー
るだけ速 <4~ り動かさなければならない。との場合\1[，支ぬからのアーム￠長短がそ![;jきさに影響
を及ぼすCで，il寸ぜ?と ζろでほぼi資角凝Rまに儲げて綴Dゆかすととが奇要求される。
ロ i媛吃:19I事長の助長
。n~![;1何事まのよしあしは走る .うえでC強制自た喪凶である。それは，ス ト ラ イ ドをひるけげ.るためK
も，ももあげfκ仁も， ~緩裏
殺閥節を中翰として，左布 ，上下l闘扇i転伝がそれで遺るbる。ととるが，J.liaV?-1緩bはそC振tiIUJかしかたvc
ょっ七とのIni娠を助長する役闘をはたすととができるω したが って ，からだの疑似に半行に振り劫
かすよりは，からだv~Wj 溺í~中心点で交さするよう í'C媛り動かされねば走らないとととなる。
ハ ピッチングとロー リングの殺事主
全力疾走の務足並立7局面にないて，からだ(上体)がややがj方に傾~，ももあげの局面でよfiij きと
な!i，からだの前後への揺れ (pμthing) が生ずるCは自然むいき合いであって， ~教総ïi様変￠・
ピッチングはつねにみうけられるであろうし，さほど有主宰なものではるるまい。し7かし，との揺れ
が大きすぎる場合vct-，t:，それだけ笈心![;前後への修激安伴氏うととと7今るCで，走るうえで¢カC
3鎮火となるわけである。
また，からだの長怖をゆ心と して才子なわれるよ体，と<!ζ ，h'J0左右へ制針転，すなわら鑓告書れ
( rollin g )は， 繰C回転のきっかけと念。ってとれす劫けると問時Vζ ，総]eJ.動量と逆動{1主であるか
ら 3腕の探りとともに相互C自主きが栂殺されてパラン.スが維持される¢である。ところが。， ロー リ
ングが大きすぎるときには，からだ全体のひねれが表われるとともに， ~世1[]凶転dコ反対説}作である
ため~， 主主走¢降客となってしまラ。
4どとで， ζ~ ピッチングとロー リング;ó(;~大(!c念らないようにt射撃するのが腕C振りの役制 ÞiV
ひとつと念る。前腕i引本合前面でやや前向きとなるし，背而では下向きとなるように娠b動かすと
とがをE求される。また，桜子選妥1[;支点となる扇の線をやや隠)EナるようKして筏 られねばならな
レ主。
ニからだI[]gijo偽![;維持
からだ屯2的傾r.t，生漂泊κは主として緩・背筋r-c工って保たれるが，腕qコ援bかえによっても効
梁的K維持できろ。すなわち F射を意識的に後ブIjI'C 5金〈引〈 ζ とである。との氏勤として R前K揖
り出されるくらいのととろであるう。
c ももあげ
疾走する際rc，ももをじゅうぶん高くあげてCち，下艇部をリラックス して綴り出すととκよっ
てス トライドをひろげることができると問時に，との仰と対象する着地)瑚をキックの局面にないて
瞬間的。て伸ばすのに有効f.l:働きとなる。足首の弾性詮利用'して《〉キックによって疾走¢推進力強q尋
られるのであるから ， も もあげは宇佐進jJを大きくする0VC重寄生な~:味を持っている。
一-14-
， 
地簡をキックナる場合!'L，そc')カが強力であればそれだけ推進カも大きく念る。けれども，地面
をたたをつけるよ 5~爆発的なキックは，きわめて危険である。それは，IY..作用の [東灘で明 らかな
ようfL，強力なたたきつけはその反動とじての重心の大きな上下勤をもたらし，と¢戸とめt亡疾走¢
力は|坦筈されるとととなるからである。また，キックの方向が斜後方κ加えられるのは，それだけ
l即C後方へむ流れ，いわゆるまきあしを招くととと念って，推進力が殺がれ為。
したがって ，とれら@欠陥(家心の上下動 ・まさあし)を未然に紡ぎ，しかも大きな推進力とス
トライドを線やつには，ももを主主識的に高〈あげるようV亡することが効果的でるるといえる。とれは
ゆいうぼうを伸ばそうとするなら ，ζれに対象する部分を曲げてあげよJI(/.)原理¢適用である。キ
.ックするととに集中力を働かせるよりは，ももあげの意識的な強化によって，キックも有効な働き
となるわけである。そCももらげは ，下腿湾拡をリラック スして地面Kほほ水平(/(念るくらいκあげ
るととが適当である。キック¢方向は，斜後方よ担は，ましたを押す意識で行なうCが妥当でるう
う。
とCようにみてくる と，中間決定の銭術的著書点として，次Cような諸点、がi尊きだされて〈る。
-からだを前傾ずる。
- 適当~ストライドを保ってピッチを速めるギ
???。????《? ??? ??
スター卜
スタート C')~量大のねらいは，初i患を大き〈して有効陀加速し，できるだけ早〈中間疾走態勢に移
行するとと(ζある。とdつためκは，経験的にも，科学的(1(もスタンデングスタート (standing $-
よ担は pクラワチングスタート (crouching s tar t ) 
B 
のほう iJ~まさっているのはいつまでtart) 
もない。そとで ， ζ~スター ト Kついて，技術的在宅喜点を検討しよう。
a t湾え
発走C姿勢には ，手と足の相対的な位4置C')i怠いκよってさまざまなタイプがあるが，基本的には
ロ
J之〔
イ
Aミ(
次の三型tて集約される。
αI 0 'ugetti ng 
bunch 
イ
ロ
mばium.
イは前後C足の間縄が三笠のうちで最も広<，ロが段も狭~.手と前足の間隔はロが最も広< .， 
ハが段も狭い。総体的fL，イdコ裂は余裕のある犠えであるし，ロlri束むよう代足が稲えられてかり
ハはイとロとの中間的念ものである。 との三裂は， それぞれK特質があって優劣はきめにくいが，
その人の好みや体力6特貨によって， 段遜C もC を選択するようにすればよいも￠と，~われる。し
かし，標準的κl<iJ次のよう左犠えがとらえるのが哲τ直である。
ノ、
両手 (A.B)はほぼ腐幅¢間隔でつき， j旨.肘を伸ばす。 ABを一辺と
ずる正三角形の頂点K前足 CC)を訟〈。そC点 CC)(/(ひざが位置するよ
うに後足 (D)c')位讃を定める。
スター 卜C構えは，走る方向に向かつて， t質性I'L抗して般大の力が出ぜる
ようKとるととである。しかも，号砲や合関l'Li@敏に反応できるものでなけ
J4 B 
f 
/ 
C対
. 
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ま1_~ 1i: ら念い。ぞれκは，その様えが安定状態にあるよりは，不安定C安定であるほうがつどうが
よい。フ;1:9，いつでもく ずれゐアンバランスCバランスである。 ζo1tめVC，重心を高 〈ナる点
と，その震心を前足よりも前砲に投影するように腰をらげる必要があゐ。また， 1l量大出カの作用の
方向は，ペク 卜)17の原理から ，できるだけ地図κ対して低〈働か・せるととが大切となる。すなわち
とびだしの角度が狭い鋭角になるようKすべきである。
具体的Kは，出発線の手前。亡フいた両手c指と肘を伸ばしてからだをささえ ，軍[1ふが手¢ほうに
移されるようf'C，徐有l陀般をあげながら ，からだを前にのりだすようにして》 尻の上端を扇ρ高さ
よりやや高〈保って静止する。 と(['1祭W::，急激K運委をあげた!J，両手K体重をかけすぎると，その
勢いを制し切れなくなっ て不正出発の|京国と なりやすいので注意を婆するn
b スター トダ γ シュ
.スタート|直後では ，踏みだす第 1歩白Cスタンスと 強さがからだの傾きと闘速して問題となる。
いまoととる ，できるだけスタンスを狭く して強〈キックしたほうがよいとする考えと，スタンス
はそん~K:狭く し念くとも速 くつけばよい しキ ックもそんなに強〈する必要は老いという代表的な
ふたつの長鮮がある。前者は，ほとんど出発線を踏む〈らいに第1歩白を草子ろすととによって，から
だ¢傾きを低〈保てるし，その守ックカを強〈する ζ とで強力な捻進労がうまれるという考えκ立
脚している。しかし，強いキックがなされるためには ，その予備動作が必要である。すなわち，も
もをいったん絢Kひきつけてか らキ ックが行なわれなければ ，その力の強さは保証できない。との
ためf'C，時間的な消費がある。と([)ロスよりも ，早 〈地面K昆をつく ζとが先決であって，地面K
足がヲ7がれ念ければ速度は望めないとする考え方が後者む恨拠である。そoために ，キックカょ b
も，何よ Dも早〈地酒('t".定をつけるととだとナる。したがって，そのスタンユはさほど窓とされ念
いのである。しかし，とのスFンスが余j)VLひるすきeれば ，からだは会主てしまう。
研究o結果では，出発緩から 12伽 -20cm<らいqっと ζろK第 1t伝を日Jするのがよいとされて
いる。ζC スタンスがひろすぎれば，からがぐらついたり，急Y亡診きてしまったり して，安定した
速いスFー 卜ができな くなって しまう。腕(/)動作も対象的 ，関連的な働きがある¢だから ，大きく
遼〈撮り動かす必要がある。つづいて， 第 2歩 ，第32長白"k運ぶとととなるが，できるだけ速く動
かすと同時VL，しだいκストライ ドをひろげるようKする。速度は，ピッチとストライドC謝懇tて
よってうされる。とのζ と(ri，スター トVLも適用される原則であるが ，からだの傾主と¢闘遠κ会
いて，急激Kストライドをひろげるととは禁物である。しだいに，からだの傾きC度合いを小さ く
ナるととも(rC ， ストライドも婚し，ピッチも~ID振りも速めながらゆ筒疾走態勢K移行 して いくわ
けである。
c フJ 二 、ッ シェ
心理的Kは ，ゴー)1ノを予知するととによ って安心感がうまれ，速庭の銘bが表われる。とれは ，
白然念現象であろう。けれども ，そCゴー)1ノまでの飯離に対する附週が問題なCであるから ，ζ¢
心理的念蕊藤をO!?ζえて全力をだし切る ととが必要なのはいうまでもない。ゴ-)1.1はな治的方K
ある￠だという意識で走 P とむと主 ，ゴールの近<(r(~ったら腕の授 b を大き く したりフ方ームを
まとめる ζとも大切であろ う。 判定C基奇異は桐体 (&01"$0) 念dつであるから ，ゴールではよ体を投
げだす動作も有効である。しかし，ゴールにとび ζむフィニッシュをみかけるが，乙;h.は禦物である。
滞空中K速度はうまれないからである。
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Z 動態観察・
0 短距競走を分節的』てみれば，スタート，中尉疾走，フィニッ} シ~iIL分け忘れるが，とれbは不可
分念連続動作セあれしかも，栂互関連的危機能を含んでいる。だから，スタ ，ー卜θ巧拙が中間使徒
態勢Kもフィエ vシェにも影響念公よtますととと念る。をた，スタートだけをとbだしてみても，
部分的危重力作の欠陥が全体としてのまとまりを舌Lす原因となっている'場合が多い。
とのような 観点から ，実際の学習活動K訟のる児童量 ・生徒の動きやフォームを観察していると，
いがいに単一む動作ゃ要国が金{本の乱れや欠陥C原悶となっているのに気づ.くのであるdζれらの
うち， 一般的 ，拘盈的なものをあげてみよ う。
(l)過緊張
。できるだけ速く走るu という短距縦走の課題をJ忠実vc果たそうとすればするほど，意識的κは
「しっかbやろうjとか「頑張ろうJ， r負けてはならないjといった意志カが強〈働〈 ζ ととな
る。とれが生理的には筋K作用して，過緊張状態を作台出し"t0.る。筋はのベヲ"i<なしにフルに
働きフづげ，エネルギーの冗貨は測り知れないものがある。また，神経も同織であって，その機有馬
をやがて低下さぜる原鼠となっている。からだの一部のとの状慾は，やがで全身K波及されやすい
Cであ唱て ，総体的bて短距総定φ談逝を来たすととができなくなるわけである。
具体L的には， ζぶしの鑓りしめ，肩Cあが.b，しかめつつら， 佐賀の 〈いしば1)，うつなさ，上向
き，閉眼念どとして表出される。とれらは，多くの場合，ひと bでい くつかを同時κ表わしている。
(2}前傾に関連して
疾走中托砕けるからだの前傾は，身体的特演なよび歩行のくせ念どvc影響される。疾走中VC$'け
るとの様態を自分で見るととはできないのであるから，前傾がうまく保たれているかどヨかを判断
する ζとはむずかしい。だから，欠陥があったと しても，ぞれを主主総しないでいる場合が多いので・
ある@ζの意味κ沿いても，基樹r:Jで£しい前傾姿勢C印象や感覚づけ， $'よび他とのt比較，勤言
が必要だといえる。児童・生徒の中κは，上体の前屈，上体のそ.!?，絞の辛子ち，前への傾jれすぎ念
どが目立つ欠陥できbる。
(3.)疾走¢様態
疾走中K表出される街去は，個性，とく κ生理的~メカニズム K応じて多様である。神経的な反
応が鈍いためκピッチが紙慢であったり，股関節の可動範凶が1刻、なためにストライドが狭かった
り;腹筋が弱〈てじ申うぶんなももあげができ企かったりナる。 ζれらの生渡的な要因は一朝一夕
K矯正できるも￠では~いむで，とれらの様態が表われたとして もとやかくいう ζ とはできないか
も，しれない。しかし ，俵気づよい計画的な訓練にようて補£・強化できる ζとはいうまでもない。
したがっ-c，身体活動の成管を基礎づけるようなからだっ<tのためKは，組織的 ，昔|画的ゑ町長
がなされなければならないといえる。ととに，高度念技術を適用するものにかいては ，と¢からだ
っ〈りを忘れではUゅうぶんな成果は期待できないCである。
とのようなさヒ避的義国によJらもののほか，次C工うな傾向が把揺された。足首に力がはいbすぎ
るために，地面のたたきつけが強<，。銚ゃく定，と念っている者，キックC局面にかいてひざ¢
伸びない者，うつむいたD下を向いて定&ために。メアンダー走，とゑる者，ピッチに頼.tすぎる
'とまたA:"7.i:どである。しかし，瑳慾的な走法を示しスピードも抜群な者もみられた。
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(4) 腕の猿り
腕'()~振りは，さきに述べたようK疾走の速度(tC関連する技術的念内容を多分.(tC含んでいるので，
ζれを合理的に行念うようにする ζとはきわめて大切念観点となる。ととろが，との総合的念意味
を麹解してい念いと思われるので，さまざま念事長室長か宋された。
速〈援b動かすという印象づけが強すぎるため陀，意識的なとだわbとなって，ひじを伸ばした
をま振ったり，身体の長軸vc平行K振られたt;風車のようκまわし念がら振られたり，ピヌ トン
振りと念る。とれらばいずれも過緊娠の表われでもある。反対κリラックスが強調されると，手首
のだらり猿Pが表われて速さを得る隊答となってしまう。
(6) スタート
速やぐ発走しようとして，クラクチンダの構えでは，出発線ぎりぎbの位置κ前足を会くために
スター トと同時K上体が治主ナきfて加力の方向の領失となっている。また，との際かしらをと起ζ し
すぎているのもとの-s手掛と念っている。 i用意jの合図で体重が前にかからない者，肢のあげの
たりない者や後腕が{中びきっている者，腕のひじが踊ったままでいる者などが観られた。とれらは
いずれも過敏な反応と~ましい発走のできにくい1京国と念っている。
(6) フィニッシ品
コr_ ;レの手前で速力の鈍るもの，ゴールで停止してしまうもの，両手をあげてゴールインするも
の，クャンプしてはいるものなどがみられたが，安心感，開放感の表われであるう。
5 学習・指導上の問題点
(1) 反射のメカニズム
短距離走に会ける綴本的~跨鰭は，ピッチ (pilch) とストライド( stride) の巧み?i.調整た
ある。とれがあう果的κ行念われるようκ，制頃や腕の被.t，ももあげ~どゑt技術的に強調されるわ
けであろう。すなわち，適切なストライドを保ちながらピッチを速めるζ とが課題だといえる。絶
対速度を出すという条件κかいて要求されるこの議題解決には，筋と神経との可急的な協応，いわ
ば'反射，というメカニズムが基礎となっでいる。また，関節の可動範凶が問題となるのはいうま
でもない。
ととるで， ζの反射のメカニズムは習慣化されて身につけられた強闘念反応型態であっτ，一朝
一タ氏改変できるものではな加。その進歩向上を約束する特効薬はないといわれている。スポーツ
界に草子いても，無名のスプリンターが薬害昆のどと〈出現するのも， ζの辺の星第鎗をものがたるもの.
であろう。しかし念がら，とのメ力二ズムも身体的念発達氏つれて，しだいにそC機能が向上す.る
のは運動能力説盗@糖泉にも明らか念ととるでるる。継続的で合理的念訓練や練醤によって徐々に
高められてゆくととは，科学的にも，経教的にも実証されている。
体育学習に幸子いては，短距級王告の学習にのみ多〈の時隠をかける ζとはできないのであるし，生
理ゃなとのメカニズムを急K変えるとともでき念い相談だとすれば， iより速やく走るようになる」
という技能的念課題を解決する回途はたちKとい ζととなる。だとすれば，との.技能的な課題を解
決しようとするかぎ9，短距離走の学習は意味のないものとをつてしまう。したがって，形式的氏
走らせたり，えタ} トの練習もと会.9ー ぺんK経験さぜるという事態が起とるのではなかろうか。
ととろで，綬本的な課題解決のカギカE感覚的な反射のメカニズムにあるとしても，その機能がじ
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ゅうぶんに働くためκは，とれκ関連する他の伎術的1i要閣を度外~ーするわけKはいかない。ナな
かち，前傾や腕の振り，ももあげ，スターテング，ヲィニッシュのしかたに技術的な適用が念され
な紛れば，ピッチとストライドの調書長も巧みに行なうととができに〈いという構造述闘をみのがす
わけにはいかないのである。また，歩〈とか走るという動蜘句で単純~運動には ， 長年月にわたっ
て腕Eされた〈せがつきをとっている。乙の附l生的な隠燐を矯正する ζとも，実は容易念 ζとでは
Rないという問題も鮒随されている。
したがって， ζの学習YLi，.いては，技術的な要点の適用 とともVC，基本的に共通な内容を持つ他
θ種目と平行するローティーン gシシステムを採用して，継滅的な鍛造事のできるように配慮するζ と
が必要でるるう。
(2) 興味を持たせる
短恒雄:iE.は資質的な要国が重みを持っているので，競走場面では， その優劣がほとんど図定され
てしまう。負ける者はいつでも負け， 勝つ者はほとんど例外念しに勝うのでるる。 rまだ旬、けっ
匂かJというよう左心裂的な拒否が ，とのいつでも負ける子どもたちの中に強ければ強いほど，
子どもたちの短距離走に対する興味は疎外されてしまう。との遥勤は，いるいる念巡動の基本とf.i
ゐものではあるが，単純会連動形式であるととが興味の対象と念l!:Pをい理由でもあろう。 r没らん
だ，100mかJといったぐるいである。とのよう念特色があるために，子どもたちは自然に短距
離走を毛嫌いし，興味も沸つがないようにな ってしまうのであるう。 ζれでは，学:習の効果を期待で
きまいわけである。したがって，どのよう念学習のしかたをすれば， ~動、者も強い者も ， 惣距燐定
を事量規する者も，ひとし〈 白を輝やかしてとびっく生き生きと した活動をするようになるのである
う昔、重要念問題である。
との答えは簡単である。弱い者がたちどとるκ強〈なれればよいし，強い者'がときtては弱〈注つ
だり，いっそう強くな~ ，単純念動作K複雑な意味づけと盆震な内容が備わればよいので念かろう
か。
弱い者が強4念るには，技能的念5呈4立が課題としで潟縫κ認識されるととと，その解決されてゆ
〈過程が客観的κはっきりするととκよって，興味づけも高められるであろうし，積極的在意欲K
袋づけられたドリルが念されるであろう。とれらの総合的念成果として， しだいK強〈念ってゆ〈
ととであろう。また，側人的に味わ う弱者の悲笈が築図に共通念意識となJ:I，逆に築聞のnによっ
て共通念よろζびと化するとともできょう。また，たとえ単純念動作であっ」tも，しさい陀51析し ー
検討するならば ，それぞれの動作に含まれる意味あいと，複雑念構成要素をと bだすととができる
であるう。その動作の質的念程度も，観点、の転換や基準の求治かた(1(よって，ぐふうし，改替する
余地を持っている ζとに気づかせる ζともできゐのでなかるうか。
(3) 過緊張
過緊強，いわゆる".!?きみすぎグは短距離定の問題であるばかりで念<，あらゆる身体活動に共
通する関越なのであるが， ζの学習に草子いてとoて自立つ傾向としては鐙できたので，ととでと h
あげて辛子きたい。
たとえ，局部的危筋肉の過繁.張でもやがて全身vc波及されやすいので，その運動κ盆緩必宅建で念 。
い筋までが働主つづけるという状態をひき訟とす。筋が収縮 し，伸展するにはd恥 rgyの必要なと
とはいうまでも念い。 ζの面Kついてだけでも，過緊張(1(よって，実際陀必硬なenergyの数倍が
- 19ー
消費されるどいラロスのあることがあげられるi せた，遜緊張に主って血管も.圧迫されて ，energy . 
ーの供給源である血液の循環が阻害される乙とと1怠る。
運動のそれぞれの局面にかいて，筋力が効果的Kその働主を発揮するためには，必要な筋が適時
的 3事長中的。亡収縮し，伶震できる ζとでさ5る。その前混として，いわゆる'ゼロの活動4 ・(脱力で
は 1j:¥A) といわれ るー解緊状壊のあるととが必要である。。との状態があってとそ ，集中的 p爆発的Vζ
筋力をじゅうぶんに発織できるわけであるσ ととろが，過緊張状態にがいては， ζの'ゼロの活動，
が伴1iいにくいのであるから，いき合い，じ唱うぶん1i筋力を出し切れ念いという絵巣に念っヲてし
まう。カの損失は，けだιし甚大念ものがある。また，神経系との協応という街。てついても，求!L.'性
..~量らびに遠心性の神経が， I治(IC強烈念インrf;J'スを伝えるので，やがて神経機能の失謝状態も起乙
るであろう。
との£うに，生理的に正常念機能が営なまれにく!い状態(1(:;1>-いて，満足念成果を期待できないの
は当然念ととでるづて，過緊張が運動を行 Jまう際のE重大友関長査であり，障害となる ζとがわかるで
あそ5 ぅ 。 ζ のよう~状線は，技篠宮ぞ:J(IC宋需品な段階κbいて起とb やすいのであるが ，製織の減κ遼ー
した者(IC;l>>いても。みられるのである。ととに ，寸4少を争ラ童縫場面(IC沿いて ，過駅長がどれだけそ
の成緩に影響を及Iますかは測り しれ念いものがある。しえがって ，過緊張状態をのぞくための
。relaxati.仰のしかたが諜)1f1jと怠って〈る。
4 実厳的学留指導
(1) 学習 ・指潟過程の要点一一 中学校1年生女子の例一一ー
時限 |ねらい 学習活動 ~明・指導 上 の留 ~U~ 鏑考
l持綴 1i記録の測定 1i 00 iート Jνのth疾走 -短距縦走についての学習予定，本時のお|エトップhJ
らいについて話し合い ，疾走力が全両約 110分のl秒計
M 
S 
.1舟200メー トルのトラッタを事1JI1I¥. 
S-M.，泌_FのHi婆時簡を:fftった。
・スター トはヲラウチング.語名岡崎に出
発¥..，疾走した。
・1人2姐
に発仰できるように動総づける。 1 4悩
. 1.If~合fÆ!， 計時 ， 記録な Eの係りを決め | 赤白旗 2組
そのしかたが遜正広行なわれるようにすli発合図渇小!i
るとともに，交挙で行なわせる。 I 1 
.曲線部分を利用し:たのは，多〈の場合に |毛糸
100メー トルの直走路を設定しにくい |ライ Y引き
ζとが考えられたからである。 I石灰
2時限|中筋疾走の 1t 櫛触の鹿念除握 1 速やく走るにはどのよう事こすればよい
事~ i'I 
」ー ---l__ 一ー '
か。どのような点が大切なのかの問題意
識を持たせるとともに，分節と してのス
ター ト，中間疾走.7ィユッνュの位置
づけをはっきりさせる。 I ・.I 
2. 前儀姿勢の体得 12. からだの前鎮の必婆牲と，理懇的な様I I 
(1) 体育館の~ゃ柱に背を向けて立ち， I 銭について&iし合い ，とくに，リラッヲ
後頭部， )買，し6..tJゆ?とをそれにつi見(鱗紛をしながら前傾すべき点在強
げてから.その姿勢を〈ずきないよう| 務する。
- 20ー
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一
e.j限|おらい 学習活動 誌月8 ・ 指導 k の笥~点
にからだを前方に傾けて，徐々 にA9tlす。| やや翁翁@すぎる例
(a)立位から .(1かHこからだを前lilC.領I(2)綿互に緩祭，批判.修正を行IJ.わせ
けて~り出 t. (10 -1 o jートル)
見 E砲の綴りの緯D
(1 )立ったままで誕を垂れきtj.多くと
きの~Cで向般に'l1後I!:lRり効かす.
(2)ひじをほぼP"(4<ちいに歯げ"(J'I)'D
要領で，しだいに速や〈できるよう E
1(りめかす.
(3) il1t.Jiを保ちながら歩レて振り ，さら
にt.1'f.しりで扱る@
(4)えりながら綴り動かす。
る。また.(1 ):1)方法で iîî~のおじを ~
~'aさせる。
3. !をの主Eり1':.からだのバヲ"/7.を{事つ
ζ1:.1主〈祭るとと， 0-9ングkピソ
チング捕ぐとと，肢の腕を蜘ると
と ， 自t傾姿勢を~つのに関連するととな
どのねらいのある点を理解さぜ，合目望的
な振りおかしかたのあるのに気づかせる
と{fC.リラッタスの必哀を~itしなけ
ればならない.
腕の仮り
- 2 1ー
値 考
• 
時絞 ねらい 学 習 t主 動 説明 ・指導上の'j窓 A 備 考
4. ピッチと旦トライドの練習 4 疾走するには，ピッチだ付でも， ト^
(1) ピッチの練習 予イドだけでもスピ-1'のだせないとと
イ その崩で，足の踏み替えを述続し と.それらが前傾や腕の綴りときわめて
てすばや〈行なう。しだいにつまさ 稽桜なかかわりのあるととを底解させる。
きだけをつけてできるようKする。
。 ιきざみにつまさき走で走るe
(2)ストライドの線習
ィ "宮前後に大き〈振っ'(.大また
で~<o
ロ イの治作Hこスピードをつけて走る
(3) ピッチとストライ Vの調整
a ももあげの練習 5 疾走力は地面をMれる1fJの掬の抑I"I!:
(1)その場で.ももが水平〈らいに交互 よって符られるのであるから ，そのカを
に連絡してあげる。はじめはゆっくり 強くするには，瞬附的事E後榔の伸びると
ftない.しだいにテYボを速くする。 とが必要である。ととろが.1ぼそうと
(2)ももあげ走をする。 (1O~l 5-; 意識すればするほど，足首Itカがはいり
ートル) すぎτ，地面をたたきつける幾作となり
(3) 1ui1の後半で窓滋約Rこももあげを やすい。 ζれでは，モの反動としての重
行なって走る. 心の上下効を大き〈する.，客を生1。そ
とで.f事ばtうとする反対駒のももを高
〈あげるζとによって.おのずから後弱
が伸びるのである.ζのために.ももあ、
げは重要な役目をになっているといえる。
また，それによってス トライ ドも伸びる
わけであ仇 . 
6. 総合練習 a 学習過程において，分節練習に他のの
からだのofl鋪，合m;'J)'，[腕の阪り.ピ 節がとけとまれるように FリUをiねて
yチとス トライドのl!Il.ももあげなど きたのであるが，とれらのしめくくりと
の要点をー 体化し.歩〈 ζとからはじめ して総合浪習を行なわせる。
したいに速度をつける加速走を気持ちの
よいt¥で行なう。(30-50;ート
ル)
S時録 Ã~ ート の 1. ):.ター トの観念除館 ]. 中間疾走愈勢にできるだけ早く移行で
緩 習 きるととが}:.1ー トの最大のねらいであ
るととと，そのI"n.たにさまざまの方法
のあるととを目!鮮させ.どれがよいかの
問題窓訟を持たせて経験させ.判断き喧
る。
主 スタンデング・スター トをする.北 2. }:.タ Yデング・ A1ートでtt..呼称に
(1)ききあしに体通をのせて反対あしを よって分解約にそのかまえを主らせるζ
半歩捻ど後方に引き.ききあしの反官時 ともできて緩率的な指事ができょう.
の民を白げて踊の舗面に出してかまえ rJu.J c!)合図で暁を前後に交fするし
る。 かたもあるが，それよりも，はじめから
(2) m~の合間で.~の前後綬りをすば ききあしのま対の腕を81に出しておけば
や〈大き〈してス 9ートする。 振り詩える必要もない.
(1 5-20 Iート ル)
8. ~タラウチ '/'f . スタマートをする e a クラウチング・スター トへの段階指導
( 1 ) 出発織の手 ~ilにききあ (.，Q) 反対の手 のひとつとしてとりあげたもので，立ス
をつき.1:れより少し後方にききあL ター トからいきな切しゃがみスター トへ
一-22-
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を置き，その闘に4慎重をじゅうぶんに 移るのは飛ゃくがありすき2ると考えられ
のせ，反対加をほぼ半歩〈らい後方に る.
してかまえる。いっぽうの手は体制に
企つけておく。
(2)出発の合図で・脱および践をすばや1(2)からだ岬ゃく8きすぎな川うに
〈動かし・からだを樋すようにして?Iとくに留怠するととが大切である.
ター トする.
生 タラウチング・?，ー トをする. I ~ タヲウチ"/!・"，ー トを大別して7
ロウゲッテYグ.パンチ.メディ7ムの
三~があり，それぞれ~賓のある ζ とを
理解させる。
川自由に・タ ヲウチング …でI(1)自由なげートでは 仰向察，
発走する。 批判をしながら .J!I惣的な方訟をどの
(z)メディ7ムスタートの構えをとる。
A B 両手¥'捻ぽ肩幅腕こーーーーー~
c. 広いて (A• B)κ 
o' っき.指を鈴tiす。
ABをー 辺とする正
三角形の頂点、 (C)に前あし(ききあ
し)を位置1-.後初のひざがCにそろ
うようにして後あしを (D)に定める
f用意jの合図で静かに緩をあげ.体
重を前足の母陪のつけ;，jlと両院に4: 
8あるいは:1: 7くらいの制りでかけ
て震を静止させて合闘を待つ.
との綴.後闘はいつでもすばやくひ
きつけられるようにbを抜いてお〈。
主 主.e:の上辺が~róよりやや高くな
るようにあげる。
ようにしたらよいかについて考えさせ
る。
(2)手の位i.っき方...の位霞.体重
@移t，.腰、のあげ方などのま本を穫実
に身I!':つけさせるようにする.
イ 頁手の憾の広tl:11.自由であるが.
Jtすぎる縫合Itt!.重心が下方に下げ
られるので発jf:1t:大きな力を使わね
ばならないので狙であるし.狭すぎ
るのは体重が臓に~巾的にかけられ
てきゅうくつである.
ロ 前あしの位置を出発t患に近づけす
ぎると，それが支点となってからだ
がすぐに起きてしまって強力を推進
カを望めたくなる。
ハ穫をliくあげすぎると.~ .ltに~
JI1が{申ぴ勿り.t t!'l>~、ひきつけが
できな〈なるばかりでなく.反動t
してのからだの起きすぎがあらわれ
やすい。
後~の伸び切りの例
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時鍛 ねらい がナゐ 習 活 動 説明，・4皆殺上，の符意点 令 1官 考一
(3)発走の合図でス鼻ートをする。 (3)後1舗の臨みtUしのスタンスについて
腕を前後ì'C太きく.すばや〈綴り~ 。は ， 出発~を1書tr < らいに狭〈した~;t ，~ ・-・ ' 
かし.後織を前方ICldみUJI.-，からだ うがよふという説とー，f1;"(. j手く踏み 匂. . 
を訴に仮すようにして力強いスタ トー 出したほうがよいという111.がある。 r 
をする。(1 0 . <1品メー ト/V) 泊者でlt.かちたの前偵をSまちゃT
-に
いととと ，キックを強くすると どがで
' 
ぎるという利点があるが，いったんも
もを淘にひきつける時隠的なロスが捌
魁となる。後者でu，.逮肢を得るには
!簡を、できるだけ早く協夜についたほう
がよいという~副からなされるが，あ
まりに広すぎるのはからだをすぐにお
1:.してしまう原因となってしまう。ー
J主ー 短といえようe
.(4)出発の合図でそろってスタ トー する (Uいっせいに行なったり，グルー プ乙
(宮 0-4.0メー トル) とrL行なって.出発のしかたや号令ω
かけかた托ついて相互に観察し，批判 . 
きせあう。
イ 1.lI~の合図で rm怠j から rl' :t 
までの間合いは余り早すぎτもいけ. ないし，還すぎてもCまゐ。 a島
走る者がすべて平等な条件でスタ
. 
トーするには，同時に出発する必婆
がある。援をあげ，体~を銭 と蜘に
I事すi!jlAで7-!1-ー トできれば，カの
， 連続という函で有剥とたる。ま允，
あげたIlliを動かしてはずみをつけ，
』
その夜勤を利用してスター 卜すれば . 
ζれまた有利Cある。(ロッキング
モー ショ ;1)ζのような点がないよ
ろに.腰をあげて鈴止する総聞がな
ければならないζととなる。したが . 
って，ヒの静止の状態を確認して出
発の合間をかけねばならないので
(1. 8~世) .かなりゆっくりと した
|怒合いが必要である。
s 両院と前あしに体tを移しながら
ι. 際を静かにあげるのであるが，との
、文 あげかたにも閉鎖があ'る。あ宮りに， 
字<. ~、っきにあげると，それを締
制VJれなって.r tr:IJよ哲早く。
とび泌すとどなるし，ロッキYグと
もなりやすい。 rl!Hむの号令の昔、
けかたもとの意味で.低音で¥1lかに
かけるべきー とある。
(5)クテウチング・ス 9ートで出発し， (5) コー ナー を速度を落ときないでi晴子
コー ナー を回って走る。 (60-80 よく走るにバ，直線部分を走るのとニ
メー トル) コ.7:tスを異にする'.~ 7ィー ルド側に
ややからだを傾げるととと，外側のIi'a
を大きめに綴ると非，および外方の足 t 
1 
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時間 ねらい 学 費 活 動 ~明・指導 上の 留意点 備 考
の絡みをやや強め官ごするととで，~方
子ユ へ持iかうi心力を抑制できる。
(6) (5):i.)練習の最後に7ィニッシュ動作 (6)スピー ドを急に1&としたり，ゴ一作
を加える。 にとびとんだり.両手をそろえてあげ
たり しないで.決定fa努のまま走旬ζ
まoftる。真のゴー ルの前方(鈎10:1 
ートルIV:い}にゴールがあるという~
設が妥当である.
4時限 総合緩習 L 釜本動作の練習
(1)腕の振りとからだの前傾に飢怠して
次の練習をする.
イ 歩.;:走一転快走ー 飢逃走 HそM叫川スーにで
(80-40:)ー トル} ロ きるようにさせる.。 " ， 
(50-60メート ル)
(2)ピッチとストライド，ももあげな窓
点としてiXの緩習をする。
イ ピッチ走 ーダッシュ イ できるだけときざみにテンポをあ
(20-90メー トル) げて鈍iを絡みaえ(6-8m)τダ
ッタスに移る。
ロ ダッシューももあ悦 ロ キッタをt<.テンポを早く しτ
(80-40メー トル} とびだし.その後平でももを玄象的
あげる。
ハ ピッ乎走-1/‘yシューももあげ走
2. ?ヲウチングJ.?ー トの練習をする。 2. 的時の復習として.側目。に.グルー プ
どとに，いっせいなどに分け ，それぞれ
の要点に留意して綾包させる.
3. J.?ー トより中潤疾走に移る.習をす
~. (SO-60メー トル)
4. 10 0メー トルの完走
5時IU 記録の測定 第i時混と問』警な要領k方法にIって実施 凋 右 ストップウ;tッチ
する。 4錨
赤白旗 2組
出発会慰問a1 
ライ Y引き
石灰
諮2用紙
- 25-
ω) 総菜と考察
。記録の推移
学習の前後にかける記録の
推移をみると， 1 0 0皿金体
と，その約半の 5 0 11~ の時|渇
.では ，有遂な差が誌められな
いけれども低下 している。ま
た ，その後半 50 mのタイム
にも有意念去をは念い。 しかし
数備だけでは上奔している。
ζのよラな記録の捻移からみ
ると，明らかに失敗の{9IJであ
る。さらκ，との内容をみみ
50'" (~毎N ・9 タ -i f， ，"-。. 
t泳、
f鏡、&曲
Ur 
50礼哨杓のタイふ
同~ 1.1 1. I}・ -~ .~.. '明、 一ー一:::::s与 .e ~旬、 'DK7 tJitζ.N<.一一副長:B1 ¥ y ，.，. I，.ti，r 
-."ミァー 一一一ご〈下正 F官官主~制，，/V， ，師、，P">".1
Z帯 ー ー ==------.LLで""""司~冊子'目、，安- ..日夕
と，記録の低下した者は 10 0 mで， 7 1. 4. ~ら，前半で 76.3%の圧倒的多数を占めている。後半
でも 48.8%と約半数の者が低下を示した。それでも，記録の向上した者は 100 mで 19 % ，前
半のo 0 mで 13.2%を占めるκ過ぎ念いが，後半の 50 mでは4.7.0%となっている。
記録制中ばそうとする意凶をもって学習した給巣が、以ょのようκP大土|去の者の吉改革が逆vc低下
してしまったのである。明らかに大き念為抽であP反省すべき点である。 とのζ全は 3単κ短施縦
走の学習κl鶏する問題だけではな〈て，他の運動の学習Uてかいても起とり得るととが予i復される。
究極的κは，学習のしかたが適正でなかったという結論に念るであるう。
しかし，遥説教能の形成過程K幸子ける断面とみるととはできないであるうか。さきに，反射のメ
カニズムとして問題Uてあげたように，短使縦走の記録を急K変化し，向上させ得るような特効薬は
念いといわれ，自然念身体発還に待ち，持関と盈をかけるドリルの必著書沙織謝されている。それκ
じても p学醤の結巣がマイナスと怠るよう念現象がお・きるのは，i:ζとに不可解念 ζとといわねば
ならない。
予備的な実験学習にないては， .rj(のようま結巣を合さめた。
5 0 メー トJI.ノ定の記録の変化
増 減 人数 % 
+ 1.0-1.2 2 
+ O. 7 ~・- O. 9 4 
72 
+0.<1-0.6 9 
l . o. 1~ o. S 21 
。 自 12 
-O. 1市-O. 3 8 
計 50 
〈中 2女)
。 ζの実験では， 同一時間内の学習にないで腕の板P
を重点的にドリ JI/し，その時間内氏計った前後φ記録
を比絞したのであるが，表でみるとなり， 72%もの
大多数の者の記録が向上しているのであゐ。腕の援り
を合理的にするとどが， 速度を蕊めるのに重大念要件
と念っている証明ともなる。つま.9，技術的念巡用が
短距線建のユピ「ドを変え得るのだともいえるであろ
う。
短距出It走の遂動技能を形成する際(1':，適切だと考え
られる遵郵J技術念系統的，組織的に適用するわけであ
るが，その運動技術を主体的に身につけ，受けいれて
ゆ〈過程ではさまざまな抵抗のあるととが考えbれる。
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その抵抗け.意識的な過程で大きいのか，意識と実践をつなぐ意志的2主張閣にあるのか，実践の過程
t :~ける場や人時点係，なよび生E目的金要国在ど陀よってもたらされるものであるかは決定的では
ない。いずれにしても， ζれらの方法がスムースに身につけられてゆ〈ならば問題は念いのである。
をとろが，運動技術が高夜であったり，複雑なもので彰る場合Kは，主体的な条件との落差が大き
< ，ζれをi埋めようとする努力が念される。とのために p 人間的念力を結集してドリルをつみ君主ね
るととが必要となるわけである。とのよう念状態に念いては 3いままで身につけでいる技能橋治の
金泳的なし〈みとはたらきとが， ζの獲得のためにその力を消貸され，部分的に弱化されるととと
左るであろう。つまり，央分子を同化するために，本来持っている力をそそぎとまれなければなら
左いのでめって，全体的にみれば手lc.のカが弱められるとと取りまかならない。とのような状熊Kる
るときに，その人の記録が低下するのは当然念ととといえる。しJかし，乙の状態も，やがて，その
運動技術が獲得されて，本来の荻能構造のふくらみと深化がもたらされ，客観的には記録の向上と
なるので4うろう。
もともと，通勤技術そのものが，身体的念条件とマッチしにくいものであったという欠点、をかく
すととはでき危いが，とれ古技能形成のひとつの治殺とみるととができ，練習曲線に辛子けるスラン
"1(1(似た現象では急かるうか。.
長距敵走
0 技術的分析の要点
長距敵定の技能的な課題は， rより短時間でそφ距離をまをりつづけるととができるようになるJ
というととである。しかし，との前段際として， r主り長い距縦を定Pと会すζ とができるようκ
在る」という課題が設定されるであろうが，終局的には速やいスピードで走りと必すζとのできる
持続的念速力が問題と怠るのである。
ζのためには，すぐれた心 -鮪の機能を基礎として，強闘な君主，昔三力にささえられたむだの衣1ハ合
理的方建りかえを身につけるととが要求1される。とれらは長距離走のまま本的;1条件ともいえるもの
であって，それぞれに重要注側面をに念っているが，むしろ一体と怠って総合的K成果を高めるも
のでるろ う。
(1) 生態的念基礎
過霊負荷としての長E距巨隊走でlは:ct，主として胸筋力がじゆう
めBにEは，筋肉中に保有されている物質の化学変化K伴なって行投われるものであ t，その化学変化
を復元さ吃る過程IK.厳禁の消費を必要&する ととはいうまでも念い。 ζの自主索。供給がふじゅうぶ
ん念場合Kは，グリコーダンの分解過程κ会いて手L厳が生産され，芸春宮号され，!lD.中κ~，~ずるその濃
度pl限度(0:2 8 %)を超えれば筋は鳥谷性を失念うにさきり，筋の1支労が起こる ζととなり，つい
』亡は遂動不告~1犬態と念 ってしまう。とれに必著書な齢紫の供給と，炭酸ガスの排除の役割 りを果ナの
がm液循迭であD呼吸作用である。とのような巡勤と心・仰の機能とは実lモ巧妙念対応が念されて
加る。 .
運動のしはじめには，との対応はそれほど急連K行なわれないc だから，短距灘Aの工うK瞬待
9(;，しかも強力 κ行念われ~選識はほとんど無呼吸状態でなされるκ もかかわらず，その運動は完
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会tL行念われるのである。凶で示すと会t，その週動に必要念滋紫;;.著書量をABC .D とすると，~
擦にはABEDの酸素を筏叙するととができ念かったのである。つま !J，それだけ負債の状態に会
A D 
いて遮ffi!Jを行怠うたわけである。 との磁業負
債は ，その運動の直後K合いて呼吸運動を活
発にするととκょtECFで償却するζ とと
在る。 ζのために ，遼動を行なった後で呼吸
はしばらく早(，強〈継続的(1(行念われ，し
だい1'(安紗呼吸vc復するのである。
激し凶運動をどれだけ左し得るかは，歴史索
B C F 級収能力と酸素負債能力とによって決まると
いえる。長距縦走でも ，との酸紫J真収能力と酸素負債能力会高めゐととが大切な観点、となあ。 実際
\1( ， すぐれた長@I~鰍ランナーでは，鍛錬の成系として心臓も 断行臓も強 〈 大きく， その綴能もすぐれ
ているといわれるc しかし，とれはそんなに急に果せるものではな くて，合理的なドリ Jレと鋭敏を
つみ2重ねるととによってはじめて身κつけ得るものでさうるう。
酸素の接収は，締放の機嫌よいたずらトて回数が多くても，淡ければじ市うぶん念盈を祭れるもの
では念い。 1同ごとに線(，強い呼吸の行念われるととが必要注ζとはいうまでもない。 したがっ
て，走行中K長距離迭に特f念リズミカルで瞬間的に強〈深〈吸いζむ呼吸のしかたが行衣われる。
B C 
A F 
乙の畿素の主主大様収
益は訓練の成泉もあ
るが，ほぽ限鮮があ
るといわれている。
だから凶示するよう
に酸素負債の引受能
力 (AB C E)が大
きければ，その返劫
κ必唆念酸素需要盈 (AB C D)よりも少ない雇主主民i量(AF. D)によって ，その運動を喫泌すると
とができるわけである。だがら，乙の能力を大き〈するためのド リルが実κ重要念意味を持つので
るる。 ζれには ， 過重負荷念与え ながら ， しだいにとの能力を紙域的K~めるしかたが採用される
わけでるる。
(2)定法
長距緩走の宏之は基本的には短距縫走のそれと与専念るととるは念いが，短距J;t定!と比べて抑制し
むだの念い経済的考定淡を係}刊すべきである。重心を高めて移動しやすくするとと，その上下動を
あま h大き〈し念い主うにする ζと，動的なバランスを保ちやすいように践の振りを小さ〈謝子よ
く援b動かすとと，過度念前傾に消資される力のロスを小さ〈ナるとと念どが震嬰念制点と 怠る。
しかし ，ス ピー ドを得るためには適切念ストライドと ピッ チが狼件と念 るので， ももあげと速い足
の遂びが要求される。 しえがって ，からだの柔軟性 ，とくに股関節の可動範闘の広いとと・と ，mi!
回転のスムースなとと，かよび強い腹 ・背筋力が必袋と される。
走っている際VL，どれほどのス ピードをだしているかという感じを適篠に身冗つけるととは容易
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にできるととでは念い。したがって，トラックを l周したり，一定の距縦を走る所要時聞をほぼ悠
ーにナるととは;iか~かむずかしいのである。 しかし ， 卜 ラックを l ?;lするに要する時間がほ惚一
定に保てれば，その後針と しての総体の所安時間が算出できる し，逆児 ，i迫電量全体U亡者主する時聞を
昌殿にして ，1局どとのラップ ・タ イムを寄IJ.!l出すとともできる。常習の一方法として， ζのベー
スを維持できるよ うに製法をつみ重ねるととに よって ，距綴を包摂時間で走り切るととがでさるよ
うに念る。また， 11寺聞を勉給するめやすもたら~lJゐ わけである。
震安紫の務委と(洪給。パランス状態によって純ζる， いわゆる死点 (ToterPunkt)や tカンド・
クインド (SecondWirui)に£ヮて，生理的κも一定の速度を維持すると とは容易で念い。 その う
えに，主主志的念繋凶に影鈍されるζとが大きいので ，いっそう|栂難がi半危うであろう。
長綬縫kの学習K~いては ，乙れらの諸点を考~して，全体の緩般を走りと草子すよう にすると同
時!tI 1 I宥ごとのラップをどれく らいに してまをうたら£いかという問題解決学習も釜さ しい。 l悶
をらくに走れゐ時間を決め ，練干与をつみ重ねるととvcよってしだいにそのペースをあげるわけであ
る。
しかしながら，長距縦走の学習に沿ける恨み停~~問題は，持久力会つけることが先か ， スピード
が先かである。すなわち ，持久力をつけてからスピードを養念ったらよいのか ，あるいは ，スピー
ドを縫長して主主りと会すようにしたらよいかの世l~であるが ， 明快念解答も ，定説も立ちに〈い重
漫な点である。トレーエングの方法として，前者を震 〈みる立境tlマラソン・トレーニングで知ら
れ，後者り;イ ンターパル・トレーニン夕、と して主依されている。いずれにしても，いく らがJ久力が
あってもスピー ドが伴わなければ念ら乏いのである し，また，スピードがあってもそのλ ピー ドを
唯持する ζ とができなければどうか亡もならないわりであるから，どちらかが優先するという工りも
淘蓄の内容が謂祭 ・統合される ζとが肝要な点、である。
註
長距品推定κついての常習活動観察， 紗よび実験的学醤指導は，学習に分ける時間的左投開が大
きさ念ウエイトを占めゐものであるから，実施しても意味のないものと怠るととが懸念された。し
たがって ，とれ らを省時して，技術的な分訴の嬰ぬのみをとり あげた。
障害走
1 技術的分析の要点
Faz害走は使用されるハードルの高さと，走る路線κよっていくつかの極領がらり，それぞれ談術
的た も E童話される長κ相誕がある。ととでは，体符学習K診いてキ.として耳~ 9扱われるの一ドル
(痛さ妓低75. 1) Cf/r-Ja:~ 7 G.5 c:m) の挙:~について述べるとととする。とれよ担も低いハードル
をfa.fiげる場合V亡がいても，必相慨は共通する締煽が多いであゐう。
隙~定では， 一定の Itli蝋の聞に配置された陥符・物 (似rdle) を定りながら越して， rその際機
('(対する柑笥をよ b短縮する ととができるよう κ念るjという談後的念総題が与えられている。 と
の課地を解決するためκは ，障害走についての特有念迩勤荻術をハードルのまきり越し (1u.rd l ill(; ) 
とιIJ間疾走 (inteToat rω) について分析し，しかも，両者の掬速を検討する ととか必要である。
ζの意味にシいて， 隊ZZIをの構造分析を次の凱I~.からもとめた。
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λ ハードリング ('hurdl'ing)
隊等定は基本的4ては綬距離走のさまざま念技術がその建設適用1されるが，それと巣念る夜は，ハ
ー ドルの 'Zきり越しグにある し， ζのハー ドリングとハードリンク.を結合する中間疾走もまた短距
縫走とはニュアシスを主要にしている。
さて， ハード リングの主要念ねらいは，ハー ドJレを走P越す(あるいは，窓たぎ越す)際にでき
るだけ鋳問的なロス(10 ss ) を少な〈する点と，次の過程である 中間疾走に無庖なぐ移行できる
ようκ寸る ζ とにある。とのためには，貫主心。通過する軌跡をできるだけ低〈ナると 何時1'(，そ([)
速度を大き〈するととが肝要である。す念わ ら，ハー ド.)1/のよ縁すれすれ陀. . 'Vl:.~.越すρ と と
が司書求される G いわゆる'とび越すρ ととは滞空時簡を多くするとととなって，速佼という薗では
きわめて不経済である。
(1)踏切b
スター ト托よって しだいに加速されたスピードを巧みに利用してハードルをj越す際κ，そのきっ
かけと怠るのが踏切担効作である 。 との踏切 b はま伝 b 高とびとは違って，高~~要求するものでは
ないから ，さほど強c行衣う必要は者い。短説縦走のキックi'C，地t尽を強〈押す意識を強める稜度
でよいものと恩われる。ひしとう，たいせつな~はζの踏切り地訟を述ìtE rc.すゐととにらる。これが
ハー ド }t~ に近すぎる場合には，振り上げあしをハード )1，(1(ぷっつけな\rlJ:.うにするため VC ，いき公
いその紛のひざを鈎げねば念ら念いので ，それだけ高〈とびるがら念ければ衣らないととと念る。
ぎた， とCζとvcよって，とびあがむの抜高令、がノ」ドノレのを うx_よbもひとうがわLてゐゐ ζとと.1t
ってしまうので，歓送念着地と，それKつづく中rm疾走の態勢を懇のえるのjcも交際をきたすとと
と念る。との位送付 ，ハナドルまで 6-7従長〈らいが遊漁だといわれている。
(2) 笠中動作
ハードルを越す際(t1:，その滞空時間をできるだけ少念〈十みよう¥'[もあ去な動作をするには，少な
くとも次の三つの要問が考えられる。それり，① を り越しの角疫を逃当に謝節する。 ② から
だの構造を効楽的にいかす。 ③ バランスの維持であ為。
@については，踏切りの体勢κよって方向づけられた君主心の上がりを ，人為的に規flilJし危ければ
重力がはたらくにしても不必妥?を高さ(1(まであげられてしまうから ，そのよがるj愈:tで抑制lして殺
高点をハードルのやや手前。てできれば， ;j;雪地κも，l墓陵を得るうえでも有利だといえる。とのとと
は，グライダ{をj~~当念滑空灼vcいれるととに似ている。 とのための撲だが衣いと ， グライダーは
失速，墜落の'原閃となるからでああ。 ζのように ，t，(までもそのスピー ドを有不IJKv-対ミ号とうとす
るためκは1 締切りのi直後にbいて上体を前屈 (dip)する必要がある。ハー ドかが高ければ高い
ほど，ζのディップはいよいよ強くかけられねばilb1t.い。テ'イップκよって，あ心のあがbが抑制さ
れると~í冷ltt ，上体の傾き陀対応 して，後胸1をあげ残しやす〈するととともちって，その抜きを容
~ Y亡させる慰jけとも怠るの
(めについては ，凝り上げあしが定る態勢のさまよげられたとすれば，それだけ余分にとぴあがら
なければ念ら設いので.とれをハ- HJレのやや前方では地面κ水平に念ゐくらいK伸ばして~げた
ほうがよh。鴎lをとのよう1'<:前後に大童〈ひら〈ととは，それだけ援心のらが告が少なくてよいこ
とともilる。また，とのl闘を内側ゃ外1llljからまかし左がらあげるのは，バランスを〈ずす隠悶』ても
念l1.時間的Kも然駄が生ずるから，越そうとする方向にまっすぐ， -:まず下腿部をリラックス して
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ももを』可くあげてのる，ひぎからさきを自然に撮りゅばすよう刊とあげたらよー泊。 ついで .後駒の抜
きも5tる状態のをきでにやはり，f.ij(とぴあがら念ければならないので，からだの縫迭を巧みに利
用する必寝が立じてくる。からだがハードμのまうえにくるにつれて，紋知.路をと台乏がら下館部
もももの綿分も ，地孤児水.cLV，となる工うにあげ pぞれぞれの民館をほぼi夜角κ出げて抜くととと念
為。そして ，ζの脚は着JtM'(:l'.'よんで，ひざを幽げたま ま胸にひきつけて中間疾走態勢をとるので
ある。との後脚の抜きはできるだけすばヤ〈行危 う必穫がるるけれども ，ilVlfi:!を会ζすタイミング
が事専に微妙であって， ハー ドリングに彫響を及ぼす。 早すぎる腸令[1(はいきbい上体を主?とさせて
しまうし，返すぎる接合にはつんのめhと怠ってしまう。だから，絡み切ってのち，瞬間的Kリラ
ックスして後方{乞銭すと育時にすばやい抜きの動作をb 乙すζ とと念る。との後方への獲しが;きい
と，タイミングの函でも，抜〈勧f舎の泌さにも影響がみられるととと念る。そして ，ζれを行念わ
れやす〈するのは p荻Dあげあしの敬Pだしである し， ディップであるω
@については ，ハードリンク持の際に脚がI荷主告に大きくひらかれるUで，それが懸から上体にひね
りと在って彼及されるO.. とのためにからだのバランスを失念う結泉と な~ ，ハードリング.のたびど
とにt認定耳目勢をたてななさなければ念ら念くなる。だから，乙のパランλの〈ずれを補正する動作
がずひとも，受ければなら念い。それKは，胸と対象する腕の動作詩l有効念はたらさ と在る。という
のは，忍湖の際には豊富斡の劾きが末端I'C.彩悠を及ぼすと同持tc，末端の部分の動作が逆に書軍事争の主h
主を決めるという康民IJを適用できるからでゐる。具体的7ては，振りあげあしと対象的な畿をやや前
下方I'C.伸ばして出すととによって，上告主&'C波及してくるひねりと逮念動作を腕から肩，:t，>.J;:び炉
事千百ßK~よほしてバランスのくずれをお、とさせ念いよう i'C ，いわゆる'相殺の原.!11!"を係用する釈
である。とのためには ，片腕でも， iil~闘を:そろえて出 しで も よいの
パランニ止の失調は，抜き るしの動作'i:ナる場合Uてもbζゥて〈 るので， ζ但〉際Vてもとれと対象的
左腕の{党作が必要な ととは当然である。
(3}着地
ハー ドリングは着地するとと(!c.よ って分節・的κは終了するが，との1#:11作はただちに次の過程であ
る中間E肢のはじま Pでもある。したがって，着地の動作ではむしろφ間疾定にうま〈移行できる
ような熊事与を整える ζとが重要念ねらいと怠る。
ディップのかかった状態で， t震Dあげるしをなるぺ〈早 〈地面Vとなるすと問時{fC，抜きあしはひ
ざを仰げたま全すばやい動作で胸にひきつけるととで，上体の前釈はある程I変緩和され， 中筒疾走
にはいる前傾されたかまえを終えるととができる。 滞空中に疾走。速度を生みだすζとは不可青色念
のであるから，ハー ド)1.1を越してから ，できるだけ早 <，し?うおもハー ド )1/に近い{立智K諸~する と
とが肝強念 ζとはいうまでも1.:い。
B 中間疾走 ([nter拘 1r皿)
等間隔で~~まされているハー ドルを止さす際I'C，いつでもま>'~じ足で踏み切るととができれば有利
であるから，着地ののち次のハードルマト泌すための踏切りまでの歩数は奇数と怠ればよい。との多
数はいつばんκ8f.診が採附されている。さきに述べた ように ，疾走中にかける越度は適切念ストラ
イ ドと ピ ッチとの宮調和(1[よってうみだされるが ， とれはあ く までも im't生的なもので，ストライ I~ は
人によ 4て長憶さまざまである。と ζるが ，I湾当定ではノヤ ドルの間隔が一定であるか ら，乙れを
S療で定bと公すためには ，ほほストライドl法制定されたものと念らざるを得ない。ぞれに自己の
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え長幅を合わせて多る ζ とが要求され，しかもとの歩舗はか念 P ひろめK とらねば~ら念いととるy(
中間疾走のむずかしさがある。 ζのためκ，~l長の長いものが有利念乙とはいうまで込ないが，生
瑳的。亡は殺関節念らびに股の柔軟さが~(I(望まれるのであ る。
もしも，ハ-1>リングの際にどちらの脚で踏み切っても支隊が念ければ，別にハードル間の歩幅
Kζだわる必裂は~い釈である。また，もともと，ハード)11聞の 1m総は間際的な関連で割.!:l tli され
たものであろうから。，比校的持"jAきなものは，からだの柔軟さや機敏性によってカバーしなければな
ら念いであろう。
Z 動態霊童察
障害定の実擦の学習を観察して痛感した点11.，ドリルのつみかさねKよって，技慌の稜寂がしだ
いに高められてゆ〈のがはっきりと認められるととと，反面，学醤のはじめの段併にむいてあらわ
される欠陥がいつまでも修正され注いで，まとめφ段|特にがいても闘鮮と念って銭ってしまう場合
が多いというととである。とれば，障害定が線維で多i猿必速電1Iの要紫V(よって総成されてはいるが
運動のしかたが比較的l順序立てられているζとと，合磁性にささえられているからであろう。-:ft宇
との運動は，心滋的・生理的~要鴎に左右されやすく，と ((lC ， ハードルの~り越しに際しての恐
怖感と，態bよび般時過節の可動範姐の狭いととは， その技能の進歩，向上を包容する主要念康調と
なっているものと忽われる。その欠あの主左ものは次のような諸点である。
(1) ハー ドリンク
a 高〈とび上がっている。
ハー ドリングに際して， f，苦いとびあがPとなる点は大きな禍5たであると とは，技術的危分析κも
述べたと とでるるが，儲芯し在ければ左らない要点である。このような現象が時間的なロスとなる
ととはいうまでもないし，それが同時K着地K際して過重ti.負担を脚にかけるとととも怠るので，
ハー ドリングそのものからみても ，またそれにつづく 中間疾走への移行についても支隙となるので
ある。
とれは，被害伝的にはどのよう念原因によるのであろうかを観察し，分析すると，次のよう念さま
ざま念動作κ由来しているととがわかる。
ィ 疾走の速度がbそい ロ 跨切り地点がハードJレに近すぎる ハ振りあげ蜘のひざが出l
-9たままでるる ニ ディップがかけられていない ホ 放さあしが疾走の態勢のま喰であゐ
とのほか，児童量・生徒との問答の結果Uζついて判断する と，怠織的Vとはどのようにからだを動か
せばよいかがわかっていても，実際にそのからだが動か左いという点と，とわさと懸念があって，
必要以上のとび参がPと念るのだと怠われる。
b バランスのくずれ
ハー ドリングに際してみ られる欠陥としてあげられるものに ，
ζのバランスの失調がある。とにかく，ハードリングでは雨脚を
前後に大きくひらかねば念ら念いので，ぞれが自然に綬ゃ胴体の
ひねり となっ宮被及される。との結柴 ，上体部と下{本官官との動作
が同様念方向K表わされてバランスの〈ずれと念ってしまう。 ζ
れが，中間疾走への診行に樋備なほどの支障と怠るばかbでなぐ
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高い左びあがりの例
ハードリングそのものにも娼失・舷綻をもたらすのである。技能的tてとの原凶を追求ずると，次の
よ5なものがみうけられる。
イ 振D上げ胸を績からまわして多げている 口 被Dあげ脚と同じ側の腕を訴に出している
(2) 中間疾走・
い〈つかのハードルを走b
越す場合κ，つねK閉じ仰で
踏み切る ζとが宥和jであるか
らハード)1，eハードルのP問は
奇数の歩数で走るととが要求
されるばかbで.なく ，疾走の パランスのくすfれた例 振り上げあしの横まわしの例
スピードという商で適当念ストライドとピッチが必唆念 ζ とはいうまでも念いので，いき》い家数
も理想的念線で決められてしまう。普通κは， s歩で走ると色が墜:まれる。と ζろで，ハー ドルの
問編は一定であるから，胤長のいかんにかかわらずインターパルのストライドは決定的となってい
る。したがって個性κ応ずる技能の表出としては，との間を，極端な大またで走ったり， ー凶どと
に跳ぶようにして走ったり，時にはハードルの直前でときざみとなうたbするし，はじめから小ま
たで走りと会したbする現象がみられる。また，ハー ドリングの終末としての着地動作に念ける態
勢が中間の疾走に影響を与えているとともみのがせない。たとえば，ハードリングに際してのパラ
ンZのくずれ，抜主あしのFイミングが患いためtてかとるか6だの立ちナぎやつっとみ，とびとし
の高すぎる点衣どはと〈庇大きな!京国と怠る。 、
とのように，スタートからはじまってハー ドリング~イシターパル~んードリンク二一一~フィニ
ッシュとつづく 一連のそれ引1..(0動作が，栂互に関連じたかかわり合いを持っているととはみのが
すととのできない事実である。
5 学習指導上の問題点
(J) からだの柔軟さ
ハードラーのからだ，と〈に腹立子主び股関節が柔らか，(，その可動鎖簡もきわめて広い。との柔
軟さを彼らはたゆみ老い訓練と努力κよって獲得したのであるし，実際κハードリングのドリ )1，の
前後にも入念な柔軟体縁を行なって "つねに ζの状態を保持しようとしている。とれが障害走(ハ
.一ドル・レース)κ必要で占農相守念身体要素であるととは，さきκ述べてきたととからも明らかで
ある。
ととるが，児童・生徒の実態は必ずしもとの必嬰を満たすζとができるとはいえ念い状態にある。
むしろ，太部分の者がζの柔軟さを欠いている易会が多い。したがって ，技能的K高度念主要求をす
ればすあほど，満足すべき結泉を期待するととはでき念いのである。また，との柔軟さは単Kハ-
Kりング(l(~，棋だというばかりで念( ，身体活動の効率という適では多くの運動の基本的念条件で
さえある。ととrc，陸上競技〈陸上遂動)の{也の滋同κ必いても， ζのととがま呈縫的念条件として
要求されるのでφるふたとえば，短距離走でのストライドー跳ゃく連動での脚の振h上げ，投てき
での絢Cスタンスと移動などにはきわめて有刺?を条件と在ヲているととがわかる。
主〈陀，ハー ドリングKは必要?であるからといって，との単元の開始と同時に柔軟運動を行念つ
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てみても，急速に身κつけられるものでは念<，筋肉痛を与えるのが闘の山であるう。しかじ，そ
の効果がまるでないというのではない。発脊の開法~;J;つては，と〈に児酒量期には急激なとの穫の
舗強運動は有害とま去る場合さえ生ずるので，その訓練は燦糞になさねば念ら念い。とれらのと とか
らみても，一時的にその効薬を求めるととは弊害を主主み ，逆効果と役る面も考えられるけれども ，
遅刻学習にかいてはそれが要件と念っているo.とすれば，ふだんの学習tてかいて継続的，計蘭的に
それが議 b と まれるよう~ <ふうをするととが繋まれるのである。このほかUても，乙れK類する基
量産的援運動要素として，持久的な筋力ゃスタミナの鐙成などは主著書な老眼点となるであろう。
(2) わからせるということ
。隊客定の学習でーは， f也の畿日に比べて合渡性にささえられている技術を広範に適用する色彩治鳴
いといえる。ぞとで，その運動のしかえについての理解ゃ認識をさぜるととが重繋念繰題となる。
ととるで，身体活動の実践がなされるまでκは，さき Vζみてきたようκその運動や運動のしかたに
践する知識をもとにして表象を構成し，そζV亡意志のはたらきかけが伴なって遂動が表出される意
識的な過程がある。とれが現象的にはっきDと把握できκくいととと，運動を実践ナるねらいによ
っては， i主主?ざ担κされる傾向ともなるのはやむを得ないζ とかもしれない。けれども，目的志向
的念還動学翠K合いては， ζの過程を無視した t，あるいは縫観するととはでき設いのである。 と
と VC ，運動技官官を高度VC.i皐求し工う とナゐねらいを達成するためには，恨本的vc個性や自主性VC~き
づ〈自発的な府閥解決を前提とするのであるかb，いっそうとの感が強い。児童長 ・生徒のひと予ひと
りがじゅうぶんに念ヲとくできるような説明念 b助言 ，示範，あるいは続勝覚教呉念どを有効K活
用して J逗動(l)}j法を潔解さぜるととによって，自己の能力にみるつ活動のしかえ官てついての表象
を鮮やかに箔〈 ζとができ，白{言にみちた積極的で自主的な活動が展隣されるととと念る。運動の
しかえについての恕解や認識のあいまいである場合には，その活動もとまどいがちと念るに途い念
いからである。他との比較による自己の再発見守 ，より専門的で高度志知識が道官訪実践のそれぞれ
の段階κ沿いて必業Uてなってくるととはいうまでもない。
しかし，活動の本質はあくまでも活動そのものVてひたDきるととにある。全我を集中して活動に
没入するすがたとそ本然のものであろう。'選動や運動のしかたに関する知識が必要欠 くべからざる
ものであるからといって，それKついての説明や示範が冗長b亡すぎて，あま b多〈の時間をかける
のは，活動の本賞。ても とるばか D で~ < ，運動学習のねらいから遥〈はずれる結果t:~ってしまう。
ととに， f也教科κみられ~い体育学習の独E毒性があるといえよう。 (T筒K しーで著書を得るN という 原
則が，クソレープκ主7.;話しあいや画一的念説明，あるいはi見覚教具の活用。の頃合κ，時時句にも時
期的Kも，また，内容的にも通用されねばならtlい。
(3) 窓識と実践のずれ
ハードリング台よびその インターパ;1.1について適用されるべき技術を，あれとれと判断し念がら
収拾滋択してあてはめようとするとき VC，さまざまな要国κ災いされて実際にはうまくからだを動
かすむとができ念い場合が多い。いっぱんに， ζのととは運動学習の初期の段階κかいτみられる
現象であるが，障害定の学潟で!rJ:終始つきをとっては念れないで学習者自身のコンプレックスと1L
ると問時~'( ，指導者のJ，~l痛の積ともなる。とく VC ，中学校や高等学校の女子生徒にとの傾向が強加
工うマある。 ζの主場合には，運動のしかたκ関する知識を身につけているけれども，いさア実践と念
るとからだがいうととをきいてくれ念いのである。とのよう念意識と実践との断層は，学~者のレ
~3 ， 4 一一
ディネス附ける技術的危要求が高すぎる場合や，後維で多様急要素カミカミら1まりi/tlヲている場合な
どに切らかにみられるととはいうまでも念い。けれども，t!lT片的，部分的に身ドてつけられた ものが
やがて，ドリ;Jノの継続的~累積氏主って，11:とまりのある行動の療につ念がっていぐものである う。
意識と実銭とのずれを生ずる主要な原因は，身体的念講能力と心潔的 ・情1絡的な|期連 ，念よび決
意し，決断する意志的な動凶などであろう。だから，身体的な諸有田3がじ培うぶんにf崎わっ ていて
も，恐怖感や心配，また主主志薄弱左どによって，うまくできない易会もあるうし，い・ぐら強力念慾
忍カが備わっていても，身体的な条件が伴念わない場合には，問主義な現象と~ってあらわされるで
あろ う。とれらの諸条件は，夢路の僻皆や個人差によっているいるな遂いがある。制、ら，根本的
κは学習内容の記初jと教具C適否にかかわる問絹でもあるが ，いか(ICしてとの断隠を効来的にと b
のぞくととができるかは，ーにかかって錯導の問題といえよう。
学習活動 説明・}旨導上の穏意点
?
?
??
4 実験的学習指導
(l) 学習 '1旨考過程の要点一小学校 6~三伎の例ー
時|盟I:l Elい
l時限)50ト ト
ル総筈定
計 時
5 ()メー トルハー ドルの疾走
li! | || | 
旦叫't 5m+~詳叫血伊豆J
1. 陣容走についての続念づけと，学習の|ハードル(高さ
.予定，および本時の学習内容について諮IGぽ初) 1 0台
し会ぃ，動議づけを行なう。 1;ストップウォッチ
2 ハー ド9ングができるかどうか， 1台I 2 ~ 
~5 合のとぴ越し練習を行なわせた 。 I 出発会図刑 n
a 出発会図 ， 記録，監察などの~を決め I 1 Jド
-飽示したようにハ ドールを硝し，8-1交替きせるe
F の所妥|埼r:~を測った。
石灰，ホイツえル
.2名悶時に走り， 1人2日ずつ行なって
よいほうの時間を主った。
柔軟逮到~IL はじめから強く行なわない
グの基本線
2J寺娘iハー ドリン I1. 柔軟返却j
習
2人1秘となって，交互に総助L合っiように，また，リズミカル位行なわせるよ
て~の運動を行なった。 1;うにした。 t体の例的げでは，頭部をひざ
イ 上体の務曲げ |につけるのでなく，胸をつけるようにさ・せ
坐っ允~!}で防御および鍬l揮で行な | る 。
ぃ，補助者はほずみをつけて背を持す
ロ 上体おζL
腹ぽいとなり，上体をおとす。総助
者はお尻のあたりにl援をおろして寅あ
るいは上肢を持ち， 上体おCしを積極
的に援助する。
ハ胸ひらき
IjjU: ，左右にできるだけ仰を伸ばし
て践〈。
ニ パー Fリング姿勢での上体の(jl曲げ
綾への回し曲げ
2. &砲の祭り上げとディップ
(1)をめ場で，(jzの聾1(1:'を段捲的に行な
う。
イ lf{り上げあLを甲予 ックスして， I 1 肢を落。t寄ないよ手il:，むしる娠を{申
まっすぐír~託銀りあげる。 I ばして抑し出すように行なわせ，内側や
』ー-~~
-:7 5ー
学習活動 &明 ・指導 上の m~ 点
外側から聞きないよう，まっすぐあげさ
せる.
ロ 艇の振り 1:げと同時に，とれと対|ロ 腕はやや下方に抑さえるようにして出
象する践を伸ばして萌に出l"，その| させればよい。
たなどとるに足先を触れる。
-H〉
上
ハ イ.ロの動作に際して，上体の絢|ハ 上体の的思(ヂィップ)でit，陸郎の
胞を加える. I カを自主いて隠倒的にひっとめさせるとよ
(2) (1)1.)副作を ， 
州し.いイ〉
τ$きながら行 1 
e・一， 
(3) (2:PJ:i領でかけるしをしながら行な
う.
い。
(2)、拍子守号令，ホイッスルの会闘で行
(3) J なうとiRl子ょくできる。
備 考
1 ハードル@筏での縫合緩習 I I ハー ドル 1雪合
fI)ハー仰の横砂きながら，外・1(1)ハイルの附隔は適当でよい.
ヅどとにハードリングの練習を行なうも1 ィ.ロの練習では踏み切りあしの途う
J二-'ー し一Lう
/1.ペト トーー一1.) 
… .f ー;↓- ~=-~~ ) 
くてど1.-ート;二+--り
イ 仰の張り上げとディップの練習
ロ イの動作に後1思の敏きを加える。
tで1グル・プを作って行なbせる。
ロの練習では ，イと逆のほうから行な
えばよい.
(2) C1Y!>練習を走りながら行なう。 1(2)ハー F川闘は6-リ ートル〈ら
いにするとよい。
4 ハ・ドリング
(1) 1台のハー 仰 を実擦にとんでみ叫 (1)の鎌野では， 12合を使用してグト
プi!]l::行なおせて能率を上げるととにつと
めるが，はじめから全力を出きないXうに
漸』目的I!:行なわせる。
ζの過程で，1察や話し合ぃ，示ti.説
明を進ii:に折りとみ.かなりの時閣をかけ
る。
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持限 iゑらい 学留活動 街説明・ f旨導上の留意点 考
L 柔軟運動 ー I 1.2の練習では，能率を上1，短時間で
宣告寺段と同機な方法で行なう。 I効巣約にできるように留意して行なわせる
2，復習
胸の振り上げ，ディップ，後liの自主きの
練習をその績で歩きながら，かけあしで
ハー ドルの肢で復習した。
法ハードqングのドリ Jレ
()) 1台のハー Fルのとび践し
イ ハードリYグの総合動作ができる |イ 練習の過程で正Lい踏み切り位萱を気
ように練習する。
ロ 適正な踏み切り地点の発見
注 ζの&鐙は，ハードルの手鈎に
立'f>..!IJを{事ばしてまっすく.前に
娠り上げ，足先がハ句!'}IIft:当ら
ないような位訟に疾走のスピード
を加味して設けたらよいρ
/く]
???? ハ i聖地点の発¥i.規制
注 スピー Yを落とさないようにす
るには，なるべ〈阜〈着地したら
よいので，ハードリングののちh
・ドルの近くに揺をり上げ籾をおろ
すようにする。
ζ ゴ¥
ユ総合練習
. (2) 望台-3台のハ・ドりング
づかせるように暗示を与え'C線留させ ，
観察させるe
1] ~しあいや指名実施などによって正し
い位畿を判断させる。それが決められた
ら.石灰でおおよぞの位ilに印をつけ，
.f:1:を目当τに踏み切らせるようにする
ハ ロと同総Eこして，望まLい着地点のあ
るととをわからせ ，石灰で却をつけてti
lf点に意点をおいた絞習を行なわせる。
ら lニ ハー ドリングそのものは，絡み切りや
着地の位置によって影響されるが，それ
を意殺すると 7オ ムーがおろそかになり
やすいので，踏み切りや着地の位置を念
頭におきながら、，ヲ才-'ムづ〈旬担こ重点
をおかせるe
(2)次時の課題発見φ意味が強い試行で |ハードルの筒縞
あった. 争-7メー ト ル
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zit怖の
とくに，3の練習においでは共力学習|ハー ドル 1台
を強剥したが，相互に銭察L-，批判し， 1(グJトプ別)
修疋し令っていた。
鈎骨~ ~ 5メートル
』一ーー
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時限 ねらい 学 習 活 動 説明.!詰導上の留f.点
ロ ハー ドルの織を走りながら足を ロ インターパル 3 ~を議題として， 1'1ぽ
合わせるa 1.6 m問慌で石灰印をつけて， そと~.fÊ
が合うように3-5包練習させる.
，、 遠~とび越しの銭習 ハ .1討を重ねるにつれて，しだいにスム
，スにできる ものが増してきた.G約
6 Q-60%) 
(2) 8台のハ ドールの迎続とび識し
{3} 50 m ハー ドルの練習
S時浪 1) 0 11、. ¥51時四!le可Iな要領で実援した。 出発合図.記録，監察などの各侠りをt足
).'iI'o計時 め，交Iで行なわせる.
」 一 」 ー
(2) 結采と考察
e 記録。推移
企主』色 村 、H
N 《 、ぬお悶ぷ必iJ1fz'仔・
事主'ー司
---
. ・之栂a・ra周回."・R・..晶、
止之主- <"1"引，，，.
一~一一一ー こ 竺河芸ミミミ璽議器提訴ζ長ミミミ九一
. . 4，!t '1'" .4 . I 
"
ょっs??74.，le剛仰
儒 ヨ号
，、ードル 10台|
ストップウ-tッチ
2健
出発合図廓旗1*
.6!正 ，ホイッスル
小学校s年生男女と中学校1年隼女子について，学習の前と後の記録の推移を示したものである
が， 全休と して有意なき監をもって ， その成緩が向上している ζ とがわかる。しかし，倒!ijIJ~みると
著しい進歩な示している者が多い々かで，逆κそのお蝕が低下している者もみられる。同級~内容
を，同じ方法・で学習したにもかかわらず，とのよう念結来となって表われているζとは ，はたして
どの£う攻慌8によるものであろうか。総括的K，その長凶を考察 しようとして，次のように祖国
係数を算出した。
。相閥係数 小 a 中 l.!J:
運動能力
記 0.868 0.730 
記録の{のび -0.021 記録の伸び 0.056 
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主 L 運動白電力は，側人別の成績をTスケーノレによって得点に換算し， E;穆包の平均点を出
し，ぞれの相関表を作成して係数を算出した。
Z 学習態皮は，教室学容にがける積極性VLついての学級担任kてよる B段階評価であるo
a 記録は，学醤の後の成績を示す。.
4 記録の伸びは，学習の前後になける言E蟻の差をさしているe
ζの表をもとにして考察すると，隊筈走の記録と運動能力との栂関が，小・中ともに高いととが
わかる。すなわち，総僻門主主運動磁力のすぐれている者はその成績も良いζ とを示している。とこ
ろが，渓動能力と記録の伸びでは小・ 中ともに女子ではきわめて低い数僚が算出され，その関係、の
簿加 ζ とが明らかに念った。けれども，小6の男子κみられるように， -0.830という係数から
は違動議カの低い者ほど記録の向上が著しいととがわかる。記録の良し，主主しはその他人の遂動箆
カの影響を受けているととがはっきりとわかるけれども，成績の向上，す念わら，遂動校総の形成
を決定づけている婆凶は，運動総力ではなくて，むしろ他の著書凶の影響を受けるζとが大きいとい
える。
'tた，学醤の態度としての漬極性は記鍛との栂関では男子でか念りに高いが，女子ではさほどで
もな<，伸ひでは男子での逆禍闘が興味深いとζ ろである。
これらの繍;長から考えられるととは，運動技能の形成K大きな役割りを寒 しているものは， 何と
しても運動技術であ担，ぞれを身κつけよう とする主体的?をはたらきであろうと息われる。
小 6
注性格検査は矢関部・ギノレフォード性絡検査を採用した。
性総特性と記録の伸びとの栂関をみ主うとしてそれぞれの十日鎚係数を算出 したのが上表である。
とれκよると，注自されるのが男の活動性と外向性，女子の情緒不安定との柄関である。
男子では.，活動的でない者の成綬がよく iっている。 11t.，内向的i5:者の成績も同様によ〈なつ
でいる。日頃，r活発で外向的?ま者は ，その運動能力も高いととがi恩像され，記録そのものはすぐれ
ているであるう。けれども，さきκみたとなり，必ずしも記録の伸びは主〈ないのであ.!i，むしろ
その能力の低い者ほど記録が仲びるという興味深い結果?がらみて，との特性が運動縫力との関連に
かいてうなづけるのである。女子の情緒不安定との悔関はさほど高いものではないカ吟えさぜられ
る点がある。移り気ではあるが，時κ熱中すゐ性縞とみるならば，たまた士ハードルの学習K熱心
なかまえで臨んだ精巣と判断できな内hであろうか。
じっ〈りとものごとを考え i熱心で集中的なかまえで学醤すること治唖を Lい成果軒以めあのに
E主要1r..条件であるととを，いをさらながら策{議される。
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